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1．問題設定　　戦略的キャリアデザインの必要性
　まずキャリアとは何かということと、戦略的にそれをデザインするという
ことが何を意味しているのかを明らかにし、次に今なぜ戦略的キャリアデザ
インを大学生である皆さんが行なわねばならないのかを説明することとしま
しょう。
1－1　キャリアとは何か
　キャリアとは、一般的にr仕事の経歴」と定義されますが、この定義は適
切であるとは言えない。同時に小学校に勤めた教師でも数年後に教科教育能
力で圧倒的な格差が生じることは私達の多くが体験的に知っています。専業
主婦歴10年の3人の女性の家庭管理能力にも大きな違いがあることを私達は
日常的に知っています。これらの例から、同一の仕事の経歴を有していても
仕事遂行能力には大きなバラツキがあることが理解可能でしょう。
　以下では、キャリアを次のように定義することとしましょう。r過去の仕
事の経験と学習とを通して身に着けた仕事遂行能力の全体（working　skill
collectives　through　working　experiences　and　leamings）」がキャリア
ではあり、これは小池和男氏の言うr全人的能力としての人柄」に相当する
ものと言ってよいでしょう。
1－2　戦略的デザインの必要性とその意味
　これまでの日本企業、とりわけr日本型経営」を典型的に体現している大
企業に於いて、個人のキャリアはr人事部」による配置転換（job　rotation）
によって行なわれてきました、つまり個人のキャリアはr会社によってデザ
イン」されてきたcompany’s　career　designあるいはorganizational
career　designと名付けることが可能でした（庄1）。
　しかしながら現代日本の企業には、景気悪化に伴ない早期退職優遇制度の
導入をシグナルにするr終身雇用慣行の部分的崩壊」が生じており、リスト
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ラによるr強制的転職」に直面している従業員が多数発生しっっありま
す（注2）。また金融、保険、証券等の大企業の倒産に代表されるようにr大企
業の雇用の安定性」は昔日のものとなりつつあり、企業倒産に伴なうr強制
的転職」はどのようなサラリーマンにとっても自分の身に振りかかる可能性
のある「平等な不幸」と言えるでしょう（注3）（注4）。
　強制的転職に直面した時、路頭に迷うこと無く直ちに他の組織体に再就職
できる為には、これからのサラリーマンは、portableで、marketableな
enterprise　universal　skiUを身に着けておかなければならなくなりました。
どの企業に於いても使いものになるrどの企業でも有用な仕事能力（en－
terprise　universal　career）」を今勤めている会社が着けてくれることは全
く期待できません。キャリアデザインは、自己の責任と自己決定によって
selfdesignしなければいけない時代となりました。幸せな人生を送る為に
キャリァを戦略的に自らデザインする社会へと日本が変化してきたので
す（湘。
　r戦略的」にデザインするとは、次のことを意味しています。第1に将来
自分が身に着けたいキャリアのrビジョン」が明確になっていることです。
第2にその為にどんな経験と学習とを積み重ねていくべきか、「action」の
「what」と「how」とが明確になっていることを意味しています。第3に
自己の仕事能力がr長期間」に渡って自己のr学習」を適じてr変化」し
「成長」していくという視点を持っていることです（注6）。
2．身につけるべきキャリアの内容
　一キャリアデザインにおけるwhat
　将来における転職可能性を保障してくれるキャリアとは、次の5つの
skill（熟練）と人間的魅力の合成物であると考えられます。
①technical　sk川（技術的熟練）一ぺ一パーテストで測れる能力
　＠日本語の運用能力（漢字を読み書きすること、諺や言葉の意味内容をよ
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　　く知っていること）
　⑤外国語の運用能力（reading、writing、hearing、speakingのability）
　◎一般常識
　⑥パソコン活用能力
　◎ワープロ活用能力
　㊦簿記の運用と財務諸表の読み取り能力
　以上の熟練はけっして大学でしか学習できないものではありませんし、大
学の講義や実習に参加するだけではとうてい修得できるものではありません。
英語のTO　E　I　Cの得点を上げることや簿記の3級を取得するには大学の教
室内での学習のみではまず不可能でしょう。時問を最低500時間は投入し努
力することと集中力が必要不可欠です。大学で身につけておく必要性の高い
熟練はコンピュータと英語であり、両方持っていれば鬼に金棒ですが、私は
自分を差別化する最大の武器はr日本語の言語コミュニケーション能力」だ
と思っています。私達大人の中にもそして大学教員の中にさえ母国語である
日本語の達人は意外と少ないのが現状ですから、日本語が良くできる（変な
表現ではありますが）ことは仕事の上での大きな武器となることは間違いあ
りません（庄7）。
②professional　sk“1（専門的熟練）
　　　ぺ一パー試験だけでは計れない能カー
　専門用語と専門理論の意味内容を十二分に自分の言葉に置き換えて理解し
ていることと、それらを適切に組み合わせて（連結化して）社会現象を因果
的に説明できる能力を有していることです。専門科目の基本的なものの見方
や考え方（professional　schema）を自分のものにして使いこなす能力で
す。この場合専門という用語には注意が必要です。私は経営学部を卒業した
全ての学生が経営学関連科目の必要最低限の知識（essentiaI　minimum）
を持っているべきだという考え方はとりません。従って専門必修科目の必要
性は全くないと考えています。経営学を殆ど知らない経営学士が居ても一向
に差し支えないと思っていますが、何らかの専門的スキーマはきちんと身に
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着けておくべきです。哲学的思考様式、心理学的思考様式、社会学的思考様
式をマスターした経営学部卒業の学生は、普通の経営学士よりはるかにユ
ニークな存在です。経営学を必ず勉強する必要は全くありませんが、語るべ
き必死に学習した経験と何らかの専門的熟練は必要不可欠です（注8）（注9）。
③conceptual　sk田（ビジョン作りと実行）の能カ
　ーぺ一パーテストでは決して計れない能カー
　どのようなキャリアを身に着けるか、身に着けるべきキャリアの中味とそ
れを身に着けていく為のaction　planを立てる能力と実行して実現していく
能力や、効果的で効率的な大学生活（キャンパスライフ）を計画し実現して
行く能力がコンセプチャル・スキルの分かり易い具体例です。それはまた自
分の人生に於ける夢を掘り当て、夢を実現していくlife　design能力でもあ
ります（庄10）。この能力は、technical　skillやprofessional　skillのように学
習すべき内容が客観化、具体化、定式化が十分に為されていませんので、大
学に於ける全ての学習機会を総動員して学習するべき対象です。私は個人的
には私達が幸せな人生を送るシナリオ執筆の能力だと考えています。シナリ
オ通りに演じていく際に、technicalskil1やprofessionalski11が役に立っ
のだと考えています。
④human　sk川（人間関係処理能力）
　一ぺ一パーテストでは決して計れない能カー
　＠仲間と仲良く仕事を共同して行なっていく能力で・いわゆるr協調性」
　　と言われるもので、日本企業の作業集団に於いて最も重要視されるもの
　　です。
　⑤顧客や取引先の人々との関係処理能力で、紛争解決能力（confhct
　　soMng　abiiity）がその中核を成すと考えられます。
　◎部下を育成し指導していく能力で、いわゆるrリーダーシップ能力」と
　　言われるものであります。
　＠他人の智恵を借りる能力。これは余り注目されることがありませんが・
　　問題解決の際に助言や手伝いをしてくれる人々を沢山もっているかどう
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　　かということです。喜んで皆さんに力を貸してくれる人脈があることで
　　す（注11）。
⑤self－leaming　ability（自己学習能力）
　本を読んだり、他人の話を聞いたり、いろいろなことを観察しながら、
technical　skil1、professional　skil1、conceptual　skill、human　skillを
形成し蓄積していく能力で、能力を作り出すmeta－skillです。大学時代に
これが身に着けば生涯に渡る財産となります。
　自己学習能力とは、既に所有しているtechnical　skillやprofessional
skill、conceptual　skill、human　ski11という個人の学習能力を総動員して、
①情報を収集し、②分析し、③読み取り、④それを変形したり他の知識と組
み合わせて新情報を作り出していく能力でもありますが、その実体は
indivldualなcognitive　schema、cognltive　map（認知構図）でありま
す（注12）。
　同一の情報もcognitive　schemaの違いによって読み取られ方（解釈）が
異なるばかりではなく、作り出される新情報の内容も全くことなってくると
考えられます。分かり易い例を2っ挙げましょう。
　カンキョーを創造した創業経営者藤村靖之さんは、著書r企業家は未来に
r点」を打つ』（1997年、H＆1社）の中で、本田宗一郎さんと食事をした
時にr若い人達は（中略）人にものを聞くのを恥ずかしがる。（中略）僕な
んか、中学しか出ていない。（中略）人にものを聞くことは恥ずかしくない
のです。（中略）わからないことは人に平気で聞けたから、僕は自分の得意
なことに専念することができてとても幸せだった。（後略）。という話を聞い
て、次の日から経営の仕方を変えて何でも自分でやることをやめた。今私達
の会社はアウトソーシングに徹しています。」と書いておられます。本田宗
一郎さんの話から、自社はアウトソーシング経営に徹しようという将来ビ
ジョンを生み出せたのは藤村氏固有のcognitive　schemaによる情報処理が
あったからだと思います。
　もうひとつは私の経験です。1992年11月29日、白鵬大学ビジネス開発研究
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所主催第2回経営セミナーに於いて、榊原清則氏（当時一橋大学教授）の講
演r組織・情報、コミュニケーション」をお聞きした時に私は、情報をキー
・コンセブトにしてr週刊少年ジャンプ」の論文が書けるのではないかとい
う啓示を受け自分ながら面白い論文がその後書けたと思っています。榊原さ
んのお話（情報）をそんなふうに読み取ったのは私1人だけであり、その理
由は、私固有のcognitive　schemaがあったからだと思っています。
　個人に固有のcognitive　schemaが働く為に必要な条件もこの2つのエピ
ソードは明らかにしています。第一の条件は、ある情報をcognitive
schemaで処理しようと決断させるものであり、情報として感知させるもの
で、私はそれをr問いかける私（Questioning　I）」と呼んでいます。絶え
ず問いかけていることに関連した情報のみが選択的に受信されていくのだと
私は考えています。第二の条件は、感知し受信した情報を読み取るために必
要な能力（technical　ski11、professional　ski11、conceptual　skillのそれ
ぞれが）が高いことが不可欠だというものです。
⑥magnetic　charm　of　personality（人間的魅力）
　　信用と信頼という無形の資産一
　良い人間関係を形成し、大きな仕事を任せてもらえたり、有望なプロジェ
クトに参加できたり、仕事を遂行していくなかで様々な援助が受けられる為
には、私達は人間関係の中で信用と信頼という無形の資産を形成しておくこ
とが必要不可欠です。信用（trust）とは過去に周囲の期待を裏切らない実
績を示してきた人々へ周囲が寄せる好意（good　wil［）であり、信頼
（belief）とは、その人に新しいことを任せたいというリスクを周囲の人に
抱かせる好意のことであります。
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3、戦略的キャリアデザインの方法論
　　　キャリアデザインにおけるhow
3－1　キャリアデザインはいつから始めるべきだろうか
　企業から強制的に転職させられるサラリーマンの主要対象がr中高年ミド
ル」であることから、rミドルのキャリア設計の必要性」が目下マスコミで
声高に叫ばれていますが、私はミドルになってからキャリアデザインを開始
するのは遅すぎると考えています。20代のサラリーマン生活のスタート時か
らキャリアデザインは少しずっ始められるべきでしょう。そしてサラリーマ
ン1年生からキャリアデザインを早期にスタートできる為には、大学4年間
でキャリアデザインができる基盤能力（知的インフラストラクチャー）を十
分に身に着けておく必要があります（注13）。
3－2　キャリアデザインの為の資源をどう確保するべきか　　サラリーマ
　　ンの場合
3－2－1　時間資源をどう生みだすか
　会社員生活、組織人生活をしている場合に最も重要かっ稀少な資源はr時
間」です。長時間労働（長い残業時間　　その多くは付き合い残業であり、
デモンストレーション残業である）と、長い通勤時間と退社後の仲間との付
き合いで、日本の労働者の多くは自宅でくつろげる時間は国際的に見て極め
て少ないと言うことができます。ドイツの労働者は日本人より年間労働時間
が約500時間（1日8時問労働で換算すると約60日間）少ないという統計も
あります。
　キャリアの充実（enrich　キャリア内容の深化）と拡大（enlargement
　キャリァの幅の拡大）の為の時間捻出方法は6つあると考えられます。1
つは朝の通勤時間を活用することです。片道1時間かかるとすれば、少し早
く家を出て座席を確保できれば、1時間経済新聞や経済雑誌を丹念に読むこ
とができます。ウォークマンで英会話の勉強をするのもひとっの活用方法で
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しょう。帰りの電車は疲れていますから、ビール、おっまみ、週刊誌（ス
ポーツ新聞）というサラリーマン3点セットでくっろぐことも大切です
が（注14）、朝を密度濃く勉強に当てれば、1日8時間学習すると仮定すると1
年間で約28日分の学習量となります（注15）。それを5年間続ければ、朝からス
ポーツ新聞を読んでいる人との間にキャリアの決定的格差が生じると思いま
す。昔埼玉県久喜市から小山市まで通勤していた時の朝の30分間に新聞を集
中して読むことが私の習慣でした。r習贋は第二の天性」という諺もありま
す。毎日勉強するrクセ」を早く身に着けることが大切です。
　時間を生み出す第2のコツはrすき間時間」を上手に活用することです。
約束した面会時間までの待ち時間、電車待ちの時間、電車等の移動時間、共
同作業中の手待ち時間等私達は毎日小間切れの短かい自由時間を沢山手にし
ています。私はいつもコピーした雑誌記事、論文、そして新聞を持ち歩いて
ラインマーカー片手に読んでいます。東京へ新幹線で出かける時は振動が小
さいので、考えを少しまとめながらメモを取るようにしています。ライン
マーカー以外にも私は、ポスト・イット、鉛筆、消しゴム、ボールペン、糊、
ハサミ、ホチキス、カッターをいっも持ち歩いてrすき間時問」を使ってい
ます。
　時間を生み出す第3のコッは、付き合い残業や会議中の時問にバーチャル
空間で仕事をするクセを着けることです。私は様々な会議に出てこの頃は
堂々と内職をするようになりましたが勿論若い頃は神妙な顔をして座ってお
りました。誰も私の頭の中はのぞきこめませんから、私の頭の中では様々な
観念や連想が生まれては消えていきます。私はr観念の離合集散」などと勝
手に名付けておりますが、、いっも頭の片隅にモヤモヤとして気にかかって
いたことが、突然新しく動き出し他の観念と結び付いたり、アイデアとして
昇華したり、新しいネーミングを思い付いたりしてとても心楽しい時間です。
私は出世とは全く縁のない人間ですから会議を取り仕切ることは例外的な場
合を除けば殆どありませんからそうしておりますが、皆さんも上手にバー
チャル空問に飛翔しましょう（注16）。
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　時聞を生み出す4っ目のコツは、週末、ウィークエンドを上手に活用する
ことです。休日はその半分をリラクセーションと肉体的疲労回復のために
ゆっくりと休むべきですが、残り半分は今週読んだ新聞、雑誌、本のスク
ラップ作りやメモ作りに活用する習慣を着けることが大事でしょう。特に新
聞は朝刊1日分で新書版の本1冊分の情報が入っていますから貴重なデータ
ベースです。因みに私は仕事がら必要性が高いことと、時間に余裕がありま
すので、毎日経済紙3種と全国紙と地方紙各1種、都合5種類の新聞を読ん
でいます（注17）。
　時間を生み出す第5のコツは、上司や同僚との付き合い方をうまくルール
化することです。日本企業はチーム型協同活動が中心ですから、仲間と仲良
く仕事ができる「協調性」がとても重要視されます。仲間同士がより親しく
なる為に、一緒に食事をすることやノミニュケーションが頻繁に行なわれま
す。日本の職場は、r集団凝集性」が高く、同調行動を強制するr集団圧
力」が強く働きますので様々なr付き合い」が必要不可欠となり、私達の自
由時問を奪います（注18）。公式の会合（忘年会等）は原則必ず出席するべきで
すが、それ以外の会合は勤続年数が増加してくるにつれ、1次会のみ出席す
ればよろしいと思います。サラリーマン1年生の時からワガママは言わない
ことです。上司から飲みにさそわれたら、尊敬している上司の場合は毎回参
加したら良いと思います。お金を出しても聞きたいような貴重な体験談を聞
けるでしょう。尊敬できない上司の場合、自慢話や他人の悪口を聞かされる
のがオチでしょうから2回に1回位の割合で付き合えばよろしいでしょう。
断わり方を工夫する必要があります。同僚からの誘いの場合、若い内はなる
べく参加した方が良いと思いますが、1次会に付き合えば十分でしょう。上
司の悪口や仕事への不満を毎日ぶちまけ合っても事態は殆ど変わることはな
いでしょう。過去と他人を変えることは不可能なことです。ちなみに私は、
若い頃は全ての付き合いに原則参加しておりましたが、今は忘年会に出席す
る程度で、同僚と食事をしたり飲むことは殆ど皆無です。家で家族と食事を
することと子供が寝てから妻と一緒にビールを飲む方がはるかに美味しく大
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切だと思っていることと、付き合うことをそれ程必要としないで済む大学教
師という職業の特殊性が大きいのですが、一晩中でも語り合いたい友以外の
方とは飲みたくないという私のワガママな性格が最大の理由でしょう。私は
白鵬大学のr醜い鵬の子」であると自覚し（注19）それで全くかまわないと開
き直っておりますから余りお勧めできるルールとは言えないかもしれません。
　時間を生み出す第6のそして最大のコツは、仕事のr能率」、仕事のr生
産性」を高めていくことです。それまで10時間かかっていた仕事を8時間で
やれるようになれば2時間の余裕が生まれます。仕事の生産性を高めること
を可能にしていくのは、①仕事のやり方を絶えず工夫していくこと、②他人
の仕事のやり方を観察し良い点を模倣していくことと、③仕事の段取り（計
画）をきちんと立てること、④集中力を高めること、等の要素ですがイヤな
仕事から先に片付けていくことを私は意識的に実行しています。能率を上げ
ることが目的なのではなく、生み出された自由時間を生かして使うことが大・
切なのです。
3－2－2　学習資源をどのように生み出すか
　まずr学習する場」をどのように確保するかという問題ですが、自分の書
斎があれば大変望ましいけれど日本のお父さんで書斎を所有している方は珍
しいでしょう（80％以上の高校生が自分専用の個室を持っていることを考え
ると私は大変不公平なことだとついお父さん方に同情してしまいます）。し
かしながら勉強は場所を選びません。どこでも行なえます。私は書斎を持っ
ていますが、普通は台所のテーブルの上に資料を広げてやっています。紙
バッグに入れた資料類と2っのペンケースに入れた文房具をかかえ、居間の
テーブルで勉強したり、大学の共同研究室（私の個人用研究室は物置き同様
で立錐の余地もありませんのでそこでお店を広げています）で仕事をしたり、
空いている教室や大学図書館を利用したりしています。サラリーマンの方に
は、1時間早く出社することをお勧めします。早起きをして早朝の空いた電
車の中で勉強し、誰も居ないオフィスで集中的に学習をすることがいい方法
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だと思います。私は毎朝5時前に起き、9時位まで、本や論文や資料を読ん
だり原稿を書くようになって8年程になりますが、朝の数時問はまさに
「ゴールデンタイム」だと思います。
　次に本や雑誌を買う「お金」をどうするのか、必要資金の調達の問題です。
これは比較的たやすいことです。月2回外で飲むことを止めること、ゴルフ
を止めること、ギャンブルを止めることで、お金を捻り出すべきです。学習
費用は、将来何10倍にもなって戻ってくるr末来の為のコスト（future－
cost）」であり、自分を大きく成長させていくr設備投資」に当たります。
人生とは自分を元手にした一大ギャンブルに近いと私は思っています。過去
20年間私は研究用のお金だけは青天井で消費し自分に賭け続けてまいりまし
た。このギャンブルに比べれば他のギャンブルなど児戯にも等しいと思いま
す。play　now，pay　laterというクレジット型人間ではなく、pay　now，
play　laterという先憂後楽型、最後に笑う者になろうではありませんか。
3－2－3　何をどう学習するべきか
①新聞を活用しよう
　新聞を毎日読むことは3っの効用をもたらしてくれると私は思います。
　第1の効用は、企業、経済そして社会や人問にっいての様々な情報を提供
してくれることです。私達が直接情報にアクセス（インタビューや取材をす
ること）する為には大量のコストと多くの時間が必要ですが、新聞社と新聞
記者は毎日僅か110円で私達の「代理人（agent）」として記事を集めてくれ
るのです。私の場合、個別企業の具体的記事と企業トップヘのインタビュー
記事には特に注意を払っています。さらに関心のある記事に出会うとその企
業や団体に電話して、電話ヒアリングと資料の請求をこまめに行なうように
しています。
　第2の効用は、新聞には数量的データとアンケート調査が載ります。私達
の手軽なデータベースを構築してくれます。私は関心をそそられたアンケー
トに関しては、その調査主体に電話をかけて、郵送かファクシミリで詳細な
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アンケート結果をもらうように心がけています。
　第3の効用は、新聞はr新刊書の紹介」の役割と現在刊行中のr雑誌記事
の索引」としての役割を果たしてくれて、私達が直接本屋に足を運ぶ労を省
いてくれます。私は出版案内記事を切り取っておいてまとめて本屋に注文す
るようにしています。
　私は3種類の経済紙と全国紙と地方紙各1紙を購読していますが、日本経
済新聞と地方紙とを読むこと是非お勧めしたいと思います。
②週刊誌をよく読もう
　私は週に一般的な週刊誌を7種、写真週刊誌を2種読んでいます。お父さ
ん達に人気が高いのは、ヌード写真が沢山載っているr週刊現代』とr週刊
ポスト』ですが、私はr週刊朝日』、r週刊文春』、r週刊新潮』の3種を読み
続けることをお勧めします。この3っを読んでいれば世の中の大体の動きは
掴めます（注20）。
　私は経済週刊誌を1冊、隔週2冊、月刊誌2冊を年間契約で購読していて、
大学の図書館で約40種類の雑誌を定期的にチェックして必要記事をコピーし
てFileしています（注21）。
　サラリーマンの皆さんには、r日経ビジネス』（日経B　P社）という経済週
刊誌を1冊毎週読むことと、r週刊東洋経済』、r週刊ダイヤモンド』、rエコ
ノミスト』の3種の経済週刊誌の中から最も興味を引かれた記事の載ってい
る号を1つ選んで読まれることをお勧めしたいと思います。
③本を読もう
　本を選ぶ時は、帯に書かれたキャッチコピーに惑わされることがないよう
にしなければなりません。目次をよく読んで購入するかどうか決めるべきで
す。本当に良い本（何度も繰り返して読みたくなり、読む度に新しい発見の
ある本）は実に少ない。ベストセラー書や話題の本は必要箇所だけr立ち読
み」で済ませましょう。私は職業柄年間150万円程本を買いますが、関連箇
所をよく読む本が殆どで、完全に読了する本はごく僅かで大抵は斜め読み、
飛ばし読みで済んでしまいます。娯楽雑誌や小説、エッセーは公共図書館を
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利用すれば十分です。現に私も小山市立図書館を随分利用させてもらってい
ます。
④情報は保存し組み合わせて活用しよう
　重要な新聞記事は、切り抜いてA4コピー用紙に張り付け、雑誌記事は、
破り取りホチキスで閉じて、いずれもA4クリアファイルのフィルム製ポ
ケットにどんどん差し込んでいくようにしましょう。私は外食企業関係だけ
でクリアファイル25冊分の資料となっていますが、サラリーマンの方の場合
年間10冊貯まれば十分でしょう（庄21）。細く長く続けていくことがとても大事
です。ある特定のテーマについて5年から10年に渡ってr長期的」に資料を
収集することが大事で、全く別種の情報同士をr組み合わせる」と（私はこ
れを情報の結婚informationmarriageと名付けています）全く新しい視
点が得られることがよくあります（注22）。
3－3　学生の為の戦略的キャリアデザインの方法
　　　　　授業の受け方、ゼミの選び方、図書館の使い方一
　学生時代の特権は、全生涯の中で、最も自由時間に恵まれているとともに、
最も体力に恵まれ活動の高いポテンシャリティーを持っていることです。
r4年間の休暇」の問の自由時間は1万3，077時間（年当たり3，269時問）に
ものぼり大変なr時持ち（time－rich）」であると同時に徹夜もヘッチャラ
という大変なrエネルギー持ち（energy－rich）」でもあります。大学生は
金持ちでもありますから、金とヒマと体力とに満ち満ちていますので、r学
習資源」をどう生かしていくのかの方法論が一番大切だと思われます。学生
にとってのr時間の有効活用方法（how　to　spend　time　smart）」を次に述
べたいと思います。
3－3－1　講義をどう選びどう受けるか
大学に於ける悪しき習慣にr楽勝科目」というものがあります。これは
r手抜き教師」とr学生とはとても呼べない大学生」とが共同して作りあげ
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る「単位のディスカウント販売」に他なりません（庄23）。最小の学習コストで
卒業必要単位をかき集めたいという学生、最も能率的に単位を獲得したいと
いう学生以外には楽勝科目はお勧あできません。楽勝科目が何なのかは、授
業に出ずにホールや食堂でブラブラしている生気の無い先輩学生達に聞けば
即座に教えてもらえると思います。もうひとっ単位認定の甘過ぎる科目もお
勧めできません。楽に単位のでる科目は、キャリア蓄積には殆ど役に立たな
いからです。必死になって勉強してprettyでは無い歯ごたえのあるテスト
に合格して初めて真の実力が身に着くのです。
　大学生時代にキャリアの基盤能力を身に着けたい、特に教養と経営学関連
の専門的能力を身に着けたいと考えている学生の方々には是非r良く準備さ
れた良質の講義（welI－prepared　excellent　Iecture）」を受けることをお勧
めします（注24）。どれが良質な講義であるかは、大学図書館でよく勉強してい
る学生、瞳が輝いていて生き生きとしている先輩学生に聞けば教えてもらえ
ると思います。良質の講義と呼べる講義には次の要件が備わっていると思い
ます。①講義者が誠実に情熱を込めて講義していて、②講義のテーマが明確
で何を話したかったのかがはっきりしていること、③納得できるよく分かる
説明が行なわれ、④講義者が自分で良く理解していることのみを話していて、
⑤学生からの質問をいやがらずに丁寧に説明してくれて、⑥時間が過ぎ去っ
ていくのがとても速い、というr講義内容」を有していること。単位認定試
験に関して、⑦きちんとしたtoughtestであり、⑧前年度と同一内容の試
験ではなく、⑨成績評価に関して概ね納得のいく、という要件を満たしてい
ること。さらに⑩パンクチュアルに30分近く遅れて始まることの無い、開始
時刻が守られていることと、⑪雑談も雑談の為の雑談（idle　story）ではな
く、専門や人間の生き方の問題に深く関わるside　storyが語られるべきで
しょう。
　良質の講義をどう受けたら良いのかを次に述べておきましょう。①集中し
て聞くこと、②板書以外にも大事だと思うことは必ずメモしておく、③授業
中に書いたノートはrメモ用紙」に過ぎませんから家に帰ってから新たに書
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き直して講義のストーリー展開をまとめ直しておくこと、④ノート整理をし
て疑問に思ったことを次回必ず先生に質問して解決しておくべきでしょう。
⑤分からない専門用語は図書館で辞典類で調べておくクセを習慣化しておく
ことです。専門用語は外国語と同じであると心得ておくとよいでしょう。
　技術的熟練（technical　skill）を修得する外国語やコンピューター、簿記
等を身に着ける上で必要なポイントを次にまとめておきましょう。①大学の
1年間の授業30回約45時問で、身に着けることは不可能で、1年間に最低
500時間は学習する必要がある。②technical　skil1の修得レベルは、基本的
にr学習時間の関数」であるから、集中して一定時間取り組めば誰にとって
も修得は容易である。③専門学校に通いダブルスクールをする必要は殆どな
い（確かに効率的ではあるが費用もバカ高い）。英語やその他の外国語は
TV、ラジオ教材で十分である。但し繰り返し繰り返し暗唱するまで練習を
行なう必要がある。英会話をマスターするコツは、1にpractice、2に
practice、3、4が無くて5に毛の生えた心臓であると私は思っています。
コンピューターの場合はとにかくコンピューターにさわることと、良くでき
る友人に個人コーチとして傍に居て教えてもらうことです。簿記にっいては
モリモリと練習問題を解きまくり、会計学を専門とする先生方にどしどし質
問をすることです。No　hesitation　for　leaming．
3－3－2　どのようなゼミナールを選ぶべきか
　ゼミナールという大学独特の小集団学習の特質は、一般的に1冊の専門書
（英文の場合もあります）を全員で読みレポーター役の学生が報告し、他の
学生と教員とがレポーターに質問し全員でディスカッションすることと学生
1人1人が卒業論文の為の個人テーマの研究報告を行ない、教員が質問、助
言、指導を行ないながら全員でディスカッションしていくという2っの学習
内容を有していることです。ゼミナールで修得が目ざされている能力は①レ
ポート報告を行なうことを通して、自分の理解したことを他人に分かるよう
に説明していくr自己表現能力」（いわゆるプレゼンテーション能力）が身
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に着く、②レポート報告を作成する為のr資料検索能力」が養われる、③学
生達がああでもないこうでもないと議論しながら答えを探していくrグルー
プワーク」を通してr集団的問題解決能力」（より分かり易く言えば3人寄
れば文殊の智恵の実践方法）を体得できる、④本や他人の話から何を読み
（聞き）取り、どう自分の考えを組みたてていくかr情報の批判的受容能
力」が身に着いていくと言うことができます。最後にゼミナールの最も重要
な学習上の機能は、専門科目群の講義で学生に与えられるr専門的なものの
見方、考え方」という意味のprofessional　schemaの現実社会への実際的
応用のトレーニング機会を唯一大学で提供するということです。
　ゼミナールを選ぶ基準には個人的基準と一般的基準との2っの相異なる基
準があると思います。
　個人的基準は、①ゼミナールの研究テーマが自分の研究関心（知的好奇
心）と適合的であることと、②指導教員が自分とうまが合うかどうか（簡単
には好きか嫌いか）ということと、③猛烈に勉強したいか、サークルの乗り
で参加したいのか、r学習意欲の強さ」とゼミナールの適合度の問題であり、
知的サークルゼミに加入するか本格的ゼミナールにするべきかを決めるべき
でしょう。
　ゼミナールを選ぶ一般的基準は、①研究テーマの選定の自由度が高いかど
うか（注意すべき点は研究の自由度が著しく高いとともに適切かっ十二分の
指導が学生に対し個別的に行なわれることです）、②指導教官の助言、指導
および参考文献、参考資料の提示が適切かっ十分かどうか、③レポーターの
報告に対する他のメンバーの参加の程度が十分かどうか、④1回のゼミが終
了した時に多くの知的発見があったと感じられるか、⑤ゼミの時間割時間以
外に指導教官がどの程度時間を割いてくれるのか。以上の諸点について、先
輩ゼミ生の意見を聞くことと、公開ゼミナール授業をよく観察して参加を決
めるべきです。
　独断と偏見にstrongly　biasedされた榔川の見解を批判を恐れずに言え
ば、①言行一致している教員、有言実行で、ダブルスタンダードで生きてい
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ない教員のゼミ、②質問を歓迎するばかりでなく、ごまかすことなく分から
ないことは分からないと言い、放置することなく次週までにきちんと解答し
てくれる教員のゼミ、③講義内容がきちんとしている教員のゼミは、ハズレ
が少ないと考えていいと思います。
　ゼミナールで一緒に2年間一所懸命に努力することから生まれる人間関係
は一生の宝だと私は思います。50歳直前の私もゼミナールでご指導頂いた先
生とは生涯に渡るお付き合いをさせて頂いております。人生の節目節目に私
の恩師から頂いた暖かいご配慮の数々を想い出す度に私は、Now　iゼs　my
tum．（今度は私の番だ）という気持ちで先生に直接ご恩返しできない分、
先生が私にして下さったことは自分のゼミ生に対してしてあげたいと思って
おります（注25）。
　人間は誰でも自分から困難な情況の中に進んで行くことは避けたいと思っ
ています。大変な労力が必要なうえに、自分の能力が本当に不十分なことを
身に泌みて思い知らされ、そのような非力な自分を直視しなければならない
からです。しかし人問はどこかで自分自身の弱さや力不足から逃げ出すこと
なく真正面から向き会うことが必要です。自分に何が足りないのかを知り、
その足りない部分をどうやって補い獲得していくのか、失敗するかもしれな
いというリスクを恐れることなく踏み出していく勇気を本物のゼミナールは
与えてくれるでしょう（注26）。評判とかウワサなどに惑わされることなく自分
でよく見てよく考えて自分を人間として大きく成長させてくれるゼミナール
を選ぶことを是非勧めたいと思います。
3－3－3　図書館をどう利用するか
　大学生の図書館の使い方は、①課題として与えられたレポートを書くため、
②定期試験前の勉強のため、そして③授業の空き時間を潰すために、という
3っの目的を果たす場合が中心ですが、実はもっと重要な使い方がありま
す（注27）。
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①新聞を読もう
　図書館には実に多種類の新聞がありますが、経済・経営の専門誌を毎日読
むクセを付けていくことが経営学部の学生にとりとても必要なことだと思い
ます。日経流通新聞（週3回発行）、日本経済新聞（毎日発行）、日経産業新
聞（土、日曜日以外の毎日発行）の順に読み慣れていくのがよいでしょう。
関心を持った記事はすぐコピーしておくと良いでしょう。
　発行された新聞を1ケ月分ずつ1冊にまとめたr縮刷版』を図書館は購入
してくれています。卒論やレポートを書く時にとても重宝しますので利用で
きるようになると良いでしょう。
②雑誌を読もう
　毎週あるいは毎月沢山の雑誌が発行されています。自分の関心に応じてそ
れに関連した雑誌に目を通すべきですが、一般的には次の経済誌に目を通し
面白そうな記事を読んでみましょう。週刊のr日経ビジネス』は一番良い記
事が載ります。記事を書いている記者の能力が最も高い雑誌です。次にr週
刊東洋経済』、r週刊ダイヤモンド』、rエコノミスト』が役に立っと思います。
月刊のr日経ベンチャー』、r実業の日本』、隔月刊行のrダイヤモンドー
ハーバードビジネス』、まで目を通すことができれば十分でしょう。一般誌
としては、週刊のrA　E　RA』と月刊のr文藝春秋』とr中央公論』に目を
通しておくクセを付けると良いでしょう。雑誌の場合も関心を持った記事は
必ずコピーしておきましょう。
③百科事典を引こう
　授業を受けていて分からないことがらや興味を引かれることがあったら、
すぐ図書館に行って百科事典を引きましょう。その場合最終巻に載っている
r索引」を引いて目当ての言葉を探しましょう。知識の基本的な部分は百科
事典の内容で十分なことが多い。必要箇所をこまめにコピーしておくことを
お勧めしたいと思います（注28）。
④本を読もう
　大学図書館には12万5，000冊位本があります。文字通り本の海の中から1
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冊の重要な本を1冊選び出してくることは至難のワザです。本を選ぶ際のナ
ビゲーター役が先生達なのです。講義の中で先生達は、自分の読んだ本の中
から、学生にとって是非とも読む価値のある本を推薦してくれるはずです。
そのような本は可能な限り手にとって読んでみることをお勧めします（注29）。
⑤シンクタンクの報告書を読もう
　公立および民闇の研究機関（シンクタンク）の定期刊行物に収載されてい
る研究と調査には実に貴重なものが沢山あります。長銀総合研究所、日本開
発銀行、日本総研、郵政省中央研究所等のレポートは実に読みごたえがあり
ます。重要な記事は必ずコピーしておくようにしましょう（庄30）。
4．大学の学習のもうひとつの効用
　これまでの話しは、職業生活に於いて幸せを実現していく為に戦略的キャ
リアデザインが必要であることと、キャリァデザインの為に大学で何をどう
学び、会社で何をどう学んでいくべきかの方法論でした。しかしながら大学
の学習にはもうひとつの大事な目的と効用（私達にとりプラスとなること）
があることを最後に述べておきましょう。
　キャリアデザインとは、何よりもまずr仕事能力の成長」でありr専門的
成長」を目指すものでしたが、大学の学習は、「専門的成長」と並んで、あ
るいはそれ以上に「人間的成長」に資するものでなければなりません。人間
的成長が欠落していて専門的成長の方が異常発達した人のことをr専門バ
カ」と呼びますが、なまじ専門能力に長けていますからr普通のバカ」より
はるかに始末が悪いものです。大蔵省を始めとする高級官僚の低劣さと金融
・証券不祥事をみるにっけ、超有名大学での専門的能力の形成は、人格とは
全く無関係であることが白日の下にさらされたと思われます（注3ユ）。
　健全な常識を身に着けていること、日本語のコミュニケーションがきちん
とできること（高学歴所有者の中にも論理的な話のできない変な方々は一杯
います（注32））、そして心の賎しくない大人になり、人一倍仕事ができること
一280一
戦略的キャリアデザインの勧め一大学で何をどう学ぶか一
が大学教育のそして人生そのものの一大目標だと私は考えています。良き夫
や妻、良き父親や母親になる為にも私達には言葉の真の意味に於けるr深い
教養」を身に着けるように努力していく必要があります（注33）。
　経営学部や法学部ではr実学教育」やr実践教育」が行なわれなければな
らないことは、論を待たない明白な事実でありますが、高い専門的能力は高
い理念や志と手を携えていかねばならないことに私達は一層の注意を払って
いくべきです。r教養なき専門人」、r志なき専門人」をこれ以上育成していか
ないことが大学の社会的使命であることを私は銘記しております（注34）（庄35）。
5．学習は幸せの為に　　結びに代えて
　生涯に渡る職業生活の中で、所属する企業や組織体に於いてr必要欠くべ
からざる人材」であるとともに、万が一の場合直ちに他の企業や組織体に
r転職可能な人材」であるためにキャリアは戦略的に、っまり長期的ビジョ
ンと絶えざる学習を通してデザインされる必要があります。私達は生涯に渡
る学習を通し成長し発達し続ける存在であります。学習は何の為に行なわれ
る必要があるか、それは私達がr幸せになる」ためなのです。私達が職業生
活ばかりでなく私的生活との双方に於いて幸せになることに役立たない学習
は、言葉の真の意味に於ける学習とは決して言えないことが銘記されなけれ
ばなりません。私達は仕事がよくできる卓越したr仕事人」を目指すと同時
に常識と教養を持ったr真当な人間」とを同時に目ざすべきであり、それは
ライフ・デザインに於けるdual　strategyであると申せましょう。
　私は30歳の時に女子短大で経営学総論を教え始めた時から、大学院時代と
助手生活の間に必死になって身に着けたドイツ経営学を投げ捨て、日本の現
実の具体的企業のことが語れるような経営学研究者になりたいというr長期
的ビジョン」を描き（庄36）、その為にはrどのような知的能力が必要か」を十
分認識し、コツコツと倦まず弛まず学習を続け、少しずっ少しずっ蝸牛のよ
うな速度で自分自身を変化させ成長させるべく努力を重ねてきました。rあ
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なたは今幸せですか」と問われたならば、地位や名誉や肩書きとは全く無縁
の人生でありますが、もう一度人生をやり直すことができたとしても、同じ
職業と同じ家族と同じ恩師や友人と共に生きたいと思っていると躊躇するこ
と無く答えたいと思います（注37）。
　私は教壇に立ち経営学の教育に携わりながら、学生が将来幸福な生活が送
れるようなr手助け」をほんの少しでもできたらと希い、そうすることに私
のr職業的アイデンティティー」を見い出してきました。
　何の為に大学で学ぶのですかと問われたならば、r自分が幸せになる為で
すよ」と私は答えたいし、私はそれを信じこれまで学習を続けて参りました。
白鵬大学に学ぶ若い皆さん、どうか自分の中の成長し変化する可能性　　そ
れは学び続けようという意欲と実行力であるが　　を信じ、自分を愛し、夢
を形にする（to　make　dreams　true）ように、夢を高く投げ上げ人生の軌
跡を大きく描き困難に挫けること無く幸せになってください。
　生きることは学び続けることに（注38）他なりません。大学生活とは、文字
通り大いに学んで活き活きと生きていくことです。自分を信じ、自分がかわ
いくてたまらないembracing　Ioveと、自分を突き放し、客観視させ、自
分の欠点を乗り越えさせていくscolding　loveという2っの愛情によって強
くセルフ・コントロールされた実り豊かなキャンパス・ライフ（fruitful
campus　life　through　self－control　by　loves）を送られますよう、心から
祈念しております。
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（付記）
　本稿の直接的執筆動機は、筆者がようやく教務委員という惇ましい職務か
ら解放され4月から論集委員となり、論集の新企画として数人の先生方に学
生向けのr学問への招待」用原稿の執筆をお願いしたことにある。研究業績
にはならない（立派な教育業績ではあるが）原稿をお願いする以上、依頼者
自らが率先してこれを行なうべきであると考えたことが、本稿執筆の直接的
契機である。
　本稿の内容の直接的素材は2っある。その第1の素材は、98年3月中に執
筆して4月14、21、28日のr経営学史1」で話したr戦略的キャリアデザイ
ンの勧め」である。第2の素材は、98年4月6日、9日に開かれた1年次生
と2年次生を対象にした経営！学部ガイダンスで話したr大学で何をどう学ぶ
か」である。この2っの話の母体となったものは、1997年度経営学部必修科
目r経営学」の中で98年1月に話した「人生に於ける5つの競争にどう対処
するべきか」という話である。
　本稿の内容は、数年前からゼミナールおよび経営学、経営戦略論、経営学
史1、IIに於いて断片的に学生に話してきたものを、整理し、統合してまと
まりのあるストーリーとして再構成したものである。その時々に貴重な質問
をして筆者の思考を刺激してくれた歴代の梯川ゼミナールのゼミナリステン
と科目の受講生の皆様に心から感謝するものである。
　本稿は元々春休み中にまとめた論文原稿を、大学1年次生を対象にして読
み易い形で書き直したものであり、私のideaと私が学習を通して得た他の
人々のideaの出典と引用ぺ一ジをきちんと明示していないという意味で
r知的エッセー」である。私が論文、研究ノート、事例研究以外のエッセー
を最初に書いたのは1995年のことで、それは尊敬する竜嵜喜助元白鵬大学教
授のエッセーに触発されたからであった。竜嵜氏は私の最初のエッセーの草
稿を読んで下さって、r全編熱気に溢れているが読んでいて少し疲れる。肩
の力を抜いて少し遊びを入れた方がよい。」というアドヴァイスを下さった。
生来rきまじめ過ぎる」私はいっも真正面から正攻法で全力投球をしがちで
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あった。その後のエッセーや講演は、少しジョークを混じえ所々でリラック
スして遊ぶように心がけている。本稿でも注の部分で筆者は剛速球に混じえ
てスローカーブやフォークボールを投げてみた。1日分の原稿が書き上がる
と夜妻にその部分を聞いてもらった。妻の意見を取り入れて少し書き直した
所もある。私はかなり辛口の文章を書くクセがあるが少しでもソフトな内容
になっているとしたらそれは妻のお陰である。
　本稿の本文の部分は、4月上旬から下旬にかけて、木、金、土曜日に1日
10枚位ずっ書き下ろし4月29日に完成した。注の部分はゴールデンウイーク
に楽しみながらまとめたものである。クレヨンしんちゃんの映画を一緒に見
に出かけ（今回の電撃ブタのヒヅメ大作戦はシリーズ6作の中でも傑作で
あった。少しHでませた幼稚園児が主人公であるが野原家の家族の在り方は
私の好きなものである）、小学校までウサギに餌をあげに出かけたり、よう
やく補助輪無しで自転車に乗れるようになった娘の冒険に付き合うことは、
常にも増して筆者を元気にしてくれた。いつも元気一杯で生きるエネルギー
を分け与えてくれる2人の子供、高弘と誠恵に心より感謝していることをこ
こに明記することをお許し頂きたい。本と資料の山と新聞紙の山をあちこち
に広げている筆者にr今度かたずけましょうね」と何度も言いながら半ば諦
めてくれている妻智恵子にも心より感謝していることを申し添えておくこと
としたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998年5月5日成稿）
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（注1）寄らば大樹の陰よサヨウナラ
　筆者の深く尊敬している榊原清則先生（慶鷹大学総合政策学部）は、筆
者と同じような問題意識の下にヨーロッパのパーソナル・ケースを通して
ミドルが会社に頼らずキャリア形成をどう行なうべきかを、次の論考で考
察している。
　〔1〕榊原清則、1998年、rミドルのキャリア設計」、r中央公論』、5月号、
　　　108～116ぺ一ジ。
（注2）最悪の失業率を更新中
　総務庁が2月27日に発表した1月の完全失業率は、3．5％と4ケ月連続
で過去最悪の水準となった。男性失業者数は148万人と過去最高となり、
完全失業率も過去最悪の3．7％となった。
　〔2〕r男性失業率最悪の3．7％　1月　全体は3．5％で高止まり　景気停
　　　滞の影響深刻化」、日本経済新聞夕刊、1998年2月27日。
　〔3〕r男性失業率3．7％、最悪に　製造・建設の就業減」、朝日新聞、
　　　1998年2月28日。
　総務庁が1997年3月27日に発表した2月の完全失業率は、調査を始めた
1953年以来過去最悪の3．6％となり、完全失業者数は過去最多の246万人に
達した。労働省が同日発表した有効求人倍率も0．61倍と円高不況下の87年
1月以来の水準まで悪化した。
　〔4〕r失業率最悪3．6％に上昇　2月男性の解雇増加　求人倍率0．61倍に
　　　低下」、日本経済新聞夕刊、1998年3月27日。
　〔5〕r失業率3．6％　最悪更新　246万人、人数も最多　2月女性や若・
　　　高年層上昇」、朝日新聞、1998年3月28日。
　日本の若年失業率（14～24歳）は、2月に7、3％であった。O　E　C　Dの
まとめでは1996年の若年失業率は、米が12．0％、英が14．7％、フランスが
26．3％、日本は6．6％でドイッの8．0％と並んで低い。しかしながら日本の
若年失業率はじりじりと上がっている。r学卒未就職者」は、昨年より1
万人増えて10万人の大台に乗った。
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　このことにっいては次の新聞記事を参照されたい。
　〔6〕r完全雇用神話崩壊　失業率3．6％が物語る　あだ花？派遣社員に需
　　　要」、朝日新聞、1998年3月28日。
　総務庁が98年4月28日に発表した3月の完全失業率は、3．9％となり最
悪を更新した。男性60～64歳の高齢層と、15～24歳の若年層の失業率がい
ずれも初めて10％を越えた。完全失業者数は277万人で、労働省が発表し
た有効求人倍率は0．58倍であった。
　〔7〕r失業率3．9％、最悪更新　3月277万人　若年・高年層が急増」、日
　　　本経済新聞夕刊、1998年4月28日。
　栃木県商工労働観光部が4月28日に発表した3月の県の有効求人倍率は
0．80倍と大幅に悪化し、現在の方法で統計を取り始めた1963年以降最悪と
なった。宇都宮公共職業安定所は求人情報を得ようとする人で連日あふれ
ている。
　〔8〕r有効求人倍率最低のα80倍　県内3月、リストラ響く　高年齢者
　　　の求職急増」、下野新聞、1998年4月29日。
　〔9〕r県内厳しさ目立っ中高年職安r雇用情勢じり貧」」、下野新聞、
　　　1998年4月29日。
（注3）雇用リストラによる強制的転職の可能性は高い
　失業率を押し上げるr会社都合退職」（自己都合退職のかなりの割合は
r肩叩き」による実質的指名解雇である）の原因は、企業倒産と企業の危
機管理としてのr雇用リストラ」である。このことに関しては、例えば次
の資料を参照されたい。
　〔10〕rシリーズ日本再生の道　大失業に克っ　雇用流動化時代の処方箋」、
　　　『日経ビジネス』、1998年2月28日号、22～33ぺ一ジ。
　〔11〕「特集　ホワイトカラー「大失業」の危機」、rエコノミスト』、1998
　　　年1月27日号、25～43ぺ一ジ。
　〔12〕r特集大失業時代がくる　乱世をどう生き抜くか」、r週刊東洋経済』、
　　　1997年12月27日・1998年1月3日合併号、54～92ぺ一ジ。
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（注4）大企業の倒産が日常茶飯事に
　かっては潰れることが無く社員が高給で優遇されていた金融機関も倒産
する時代を迎えた。日産生命、北海道拓殖銀行、山一証券が代表的事例で
ある。関心のある方は、大学図書館で、新聞の縮刷版と経済週刊誌のバッ
クナンバーを参照することをお勧めしたい。
　例えば山一証券の自主廃業（倒産）にっいては、次を参照のこと。
　〔13〕r山一証券自主廃業へ　負債3兆円、戦後最大　顧客資産保護へ日
　　　銀特融　簿外債務2，000億円超」、日本経済新聞夕刊、1997年11月22
　　　日。
　〔14〕r山一けさ自主廃業決定　日銀特融発動へ改策委　監視委、r飛ば
　　　し」解明急ぐ」、日本経済新聞、1997年11月24日。
　〔15〕r緊急レポート　山一証券消滅の衝撃　巨額の簿外債務で前経営陣
　　　と確執　100年の歴史に幕、問われる大蔵省の責任」、r日経ビジネ
　　　ス』、1997年12月1日号、6～11ぺ一ジ。
　〔16〕「山一証券100年目の破綻①、②、③、④、最終日」、r日経ビジネ
　　　ス』、1998年2月2日号・38～42ページ、2月9日号・52～56ぺ一
　　　ジ、2月16日号・110～114ぺ一ジ、2月23日号・134～138ぺ一ジ、
　　　3月2日号・108～112ぺ一ジ。
　〔17〕「山一証券　崩壊」、『週刊東洋経済』、1997年12月6日号、6～9
　　　ページ。
　〔18〕「山一破綻の元凶、r飛ばし」の深層」、r週刊東洋経済』、1997年12
　　　月6日号、56～58ぺ一ジ。
　〔19〕r山一倒産の隠された真実　実質債務超過の状況が続いていた」、
　　　r週刊ダイヤモンド』、1997年12月6日号、12～16ぺ一ジ。
　北海道拓殖銀行の破綻については、例えば次を参照のこと。
　〔20〕rドキュメント拓銀の破綻①、②、③」、r日経ビジネス』、1997年11
　　　月24日号・6～8ぺ一ジ、97年12月1日号1日号・12～16ぺ一ジ、
　　　97年12月8日号・6～11ぺ一ジ。
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　国際流通グループヤオハンの倒産も、流通企業が大きな困難に直面して
いることを象徴的に示している。ヤオハンの倒産に関しては、例えば次の
資料を参照されたい。
　〔21〕「海外事業　八百伴（ヤオハン）グループ」、r日経ビジネス』、1997
　　　年7月28日号。
　〔22〕rヤオハン更生法申請　負債総額1，600億円　国内外の過大投資響
　　　く」、r挫折した国際化戦略銀行不信が引き金　国内スーパー不振底
　　　流に」、日本経済新聞、1997年9月19日。
　〔23〕rヤオハンジャパン、更生法申請　和田会長、最後まで会社翻弄
　　　根拠不明200億円融資話　賞与提案の裏で申請準備」、日経産業新聞、
　　　1997年8月19日。
　〔24〕rヤオハンジャパン、更生法申請　再建、いばらの道　会長に不信
　　　感募る」、日経流通新聞、1997年9月20日。
　〔25〕r八百伴グループ和田一夫代表に聞く　“先達”という名の過信
　　　過剰投資と非効率経営　　r更生法」は判断遅れた」、日経流通新聞、
　　　1997年10．月16日。
　〔26〕rヤオハンの蹉跣1～7」、日経流通新聞、1997年9月25、30日、10
　　　月2、　9、14、21、23日。
　さらに次の資料も併せて参照されたい。
　〔27〕rr会社減らし」が始まる　今、輪廻転生への戦略を」r日経ビジネ
　　　ス』、1997年7月14日号、22～34ぺ一ジ。
　〔28〕r賃下げ時代突入　日本人も“国際価格”に」、r日経ビジネス』、
　　　1998年4月6日号、22～33ぺ一ジ。
　〔29〕r大倒産時代生き抜く」、『A　E　RA』、N面3、12月20日号。
（注5）キャリアデザインの3つのタイプ
　私は企業や組織体の中で、ある仕事を割り当てられ、それにエネルギー
の大半を注ぎながら自己のキャリアを形成する3っの基本的スタイルがあ
ると考えている。
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　①passivecareerdesign
　　与えられた仕事だけを最低限行ないそれで終わりとして、自己の仕事
　　を最も能率的に処理していこうとするスタイル。
　②activecareerdesign
　　与えられた仕事がもし意に添わない場合でも、その仕事のベストなや
　　り方を常に工夫していき、企業内部で卓越した仕事能力の持ち主とし
　　て周囲に認められていくスタイル。
　③double　focusing　career　design
　　与えられた仕事に関してactiveにデザインすると同時に、under　the
　　tableでもうひとっmarketableでportableな専門的キャリアデザ
　　インをしていくスタイル。
　以上の3っのスタイルの詳細については、別の機会に詳しく論じること
としたい。
（注6）戦略的キャンパスライフの勧め
　学生に対しr戦略的キャンパス・ライフのデザイン」についての勧めと
ヒントとを書いた私の文章に次のものがある。
　〔30〕柳川高行、1995年、r資料　経営学入門一商品、管理、戦略一」、
　　　　『白鶴大学論集』、第9巻第2号、247～267ぺ一ジ。
（注7）梛川のtechnical　skill
　仕事上筆者は、次のtechnical　skillを有している。
　①英語が本来好きなので（良くできるわけではないが）、英文の論文を
　　読むことは全く苦にならない。
　②原稿を書くスピードがメチャメチャ速い　十分よく考えた発酵時間
　　一思考の懐妊期間一を経た後は、講義の無い1日の原稿用紙の平
　　均執筆ノルマは10枚である。実はこれ以上書けるが研究の質を下げな
　　いようにセーブしている。
　③上のこととも関連するが、中学生まで赤面恐怖症で人前で話すことが
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　　大の苦手であった（今では想像することもできないが）私は、詩や短
　　歌や作文が好きで、文章を書くことが上手ではなかったが全く苦にな
　　らなかった。原稿用紙を埋め、自分の文章が活字になることは最大の
　　快感である。考えていることを言葉に移し変えていくスピードはかな
　　り速いと思っている。
（注8）professlonai　skiiiの典型例
　私達が日常的に観察できるprofessional　skillとは、私の大好きなNH
Kのrクローズアップ現代」の国谷裕子さんに代表されるニュースキャス
ターの仕事振りの中や、城山三郎さんの小説の中に、その典型例を見い出
しうるであろう。私自身の講義や講演そして研究論文を生み出す原動力は、
私独得のprofessional　skillである。
　私自身のprofessionalski“の構成要素は次の8つである。
　①テーマ発見能力（知的感受性）
　②取材力（特にインタビュー能力）
　③専門論文の読解力（語学力や専門知識）
　④企業現象の本質洞察力（現象へのネーミング能力）
　⑤理論的概念の構築力
　⑥企業現象の因果関係の分析能力
　⑦論文・原稿執筆能力
　⑧分かり易く話す言語コミュニケーション能力
　私個人のprofessional　skil1を支援してくれる資源は次の7つである。
　①研究資料集としてのYanagawa　Filing　System
　②研究費（大学・研究所、文部省の給付金と自己資金）
　③研究時間（週3日の研究日）
　④図書館
　⑤コピー機
　⑥知恵を貸してくれる人々との人的ネットワーク
　⑦家族の励まし
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（注9）柳川におけるprofesslonaI　schemaの具体的内容
　経営学・商学研究者としての柳川のprofessional　schemaの内容は、
次の様に類型化が可能である。
（1）社会現象・企業現象に潜む本質的問題を洞察し普遍的問題として定式化
　する能力・problem－making　abilityで、柳川の研究・教育における
　something　newを生み出す第一の要因である。
（2）普遍的問題に関連する実証的研究所を行なう能力。fleld　work　abiIity
　であるが、それは更に次の2っの異質の能力の複合物である。
　①普遍的問題に直接的に関連する資料の収集と形成能力（directly－
　　related　information　making　ability）。具体的には柳川のインタ
　　ビューと電話hearing、Yanagawa　Filing　Systemの作成と利用と、
　　関連文献と論文の理解の各能力の総体であり、柳川の研究・教育にお
　　けるsome　thing　newを生み出す第二の要因である。
　②普遍的問題とは一見何の関係もない資料（情報）と、直接関連する情
　　報を結婚させる能力。information　marriage　generating　ability
　　であるが、Yanagawa　Filing　Systemの異質の情報を組み合わせ
　　ることと、柳川創案の理論的概念やモデルと結合することを具体的内
　　容としていて、柳川の研究・教育におけるsomething　newを生み出
　　す第三の要因である。
（3）普遍的問題を分析・説明できるr概念的枠組み（conceptuaHrame－
　work）」、r理論モデル（theoretical　model）」を作り出す能力、
　model－making　ab川tyで、柳川の研究・教育におけるsomething
　newを生み出す第四の要因である。
　1998年4月13日の経営行動研究学会第27回研究部会における柳川の報告
r外食優良企業の経営戦略分析の概念的枠組み」を具体例にして、柳川の
Professional　schemaがどのように機能して研究成果が生み出されたの
か次に述べてみよう。
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（1）problem－maklng　stage　　約10年前から購読し続けている隔週の
　r日経レストラン』の中のルポルタージュr外食繁盛店」を読んできて、
　このような中小繁盛店と、すかいら一く、モスバーガー等の大型チェー
　ン外食企業とをr同一の分析枠組みを用いて経営戦略分析が行なえない
　か」と考えたのが3年前である。
（2）field－working　stage　　1997年の春休みと4、5月のゼミと、1998
年春休みに毎週1回ゼミ生とともに『日経レストラン』の記事をインテ
　ンシブに分析しディスカッションし、経営戦略の共通点の論理化の試み
　を行なった。素材はYanagawa　Filing　Systemのデータとすかい
　ら一く社長への以前のインタビュー、すかいら一く会長の白鵬大学での
　講演記録、同じくモスバーガー常務の講演記録、それといくっかの電話
hearingを行なった。
　大きなヒントとなったのは、セブンーイレブンとウォルマートを比較
　した際に考え出したdynamic　store　domainとstatic　store　domain
　という対概念と、benchmarkingという概念と、外食店、小売店の強
　みを表わすstore　knowledgeという概念であった。
（3）modei－making　stage一柳111の提案首唱した、外食優良企業の分析
枠組みは次図のとおりである。
上述したprofessional　schemaを形成する柳川のprofessional　skilI
は、次の10この要素能力から成り立っている。
（1）新聞・雑誌記事やひとの話から研究に値するテーマをキャッチする
　skil1で、「情報感受性（mformation　sensitivity）」である。
（2）どこに行けば関連必要情報が手に入るのかに関するski11で、r情報発
見能力（information　gathering　abiIity）」である。
（3）新聞・雑誌記事を整理するskillとしてのYanagawa　Filing　System
　で、r情報整理能力（informatlon　management　ab“ity）」である。
（4）キーパーソンに対するインタビューと電話ヒアリングというr情報収集
　能力（information　hunting　abiiity）」である。
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（5）論文や専門書を読解し理解するskillで、情報解析能力（lnformatlon
　decoding　ability）であるQ
（6）企業・社会現象の本質を洞察するskillで、r現象のネーミング能力
　（naming　abmty）」である。
（7）理論的概念を作り出すskillで、rモデル構築力（mode卜making
　ability）」であるQ
（8）企業社会現象は因果関係の分析するskillで、r因果関係発見能力
　（cause－and－effect　identitying　ability）」である。
（9）高速度での原稿執筆をするskillで、r活字情報発信能力（iitera”y
　encoding　abllity）」である。
q①聞き手に分かり易く話していくski11で、r言語情報発信能力（oraiiy
　encoding　ability）」である。
（注10）ライフ・デザイン能力を身に着ける為に
　conceptual　skil1を身に着けることが極めて重要なのは、それがcareer
design能力の中核であるばかりでなく、campus　life　designもその一部
として含む1ife　design能力の中核を成すからである。
　私は自分の専攻する日本的経営について講義するr経営学史1、i」に
おいて、企業内でのキャリアデザインの必要性と具体的方法とを話してい
る。またもうひとっの専門としているr経営戦略論」の中で、個別企業の
成功した戦略を分析し、その戦略が我々の人生に対して有するimpli－
cationにっいて意識的に言及しているのは、学生達のlife　design能力を
育成したいと考えているからである。企業がその智恵を結集して実行に移
されるとともに、現実社会においてその正しいか否かを検証され、生き抜
いてきた成功した経営戦略は、ライフ・デザインを考える際のヒントに満
ち満ちていると私は思う。
　私はlife　design能力を身に着けたいという学生や若いサラリーマン達
にr自叙伝」を読むことを勧あている。経営者のみならず多様な職業生活
の中で一流と言われている人々の自叙伝からは、経験という砥石で磨かれ
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彼ら彼女らが血と汗を流して搦み取られたr人生の智恵」に濫れている。
日本経済新聞のr私の履歴書」は素晴しい教材集である。
　conceptual　skillが身に着いているかどうかのひとっの判断基準は、他
の人にピッタリとしたrアダ名」が付けれるかどうかである。他人の本質
的特質を把えそれを言語化できる能力は、社会現象の本質を洞察しそれを
言語化できる能力に相通じるものがある。そのような能力は、多様に絡み
合った状況の中に可能な選択肢を発見し、それを将来ビジョンとして明確
化し言語化していく能力の基盤と言えるだろう。
（注11）他人の智恵を借りるには互恵関係が不可欠
　自分が仕事を行なっていく際に、自分の所属組織の内外に存在していて
自分の仕事の遂行を援助してくれる（career　support）人のことをrメ
ンター（mentor）」と言う。メンター（庇護者）は、援助される人より
も人間性と仕事能力の双方ともはるかに高く、一方的に援助し面倒を見て
くれる場合が通例である。
　しかしながら我々が他の人から智恵を借りる場合、智恵を貸す人と借り
る人との間には、貸すことと借りることとが連続的に変化し交替し合う
r互恵関係（give－and－take　relation）」が存在していなければならない
であろう。智恵を一方的に借り続けることは遂に不可能なことである。智
恵を借りる為には、長期的に2人の間にr相利共生関係」、r集団勝利ゲー
ム（COIleCtiVe　Win　game）関係」が存在していることが不可欠である。
一方的搾取（take－and－take）行為は長続きすることは難しい。
　r相利共生関係」、rcollective　win　g＆me」を永続化させていく為には、
相手に対して提供しうる資産を双方が共に持っていることが必要であろう。
　家族という共同体に於いて、父や母は幼児に対し、一方的に生活を可能
にする経済的物理的援助を与えているように思えるが、子供の笑顔や喜び
が父や母には与えられるのである。うまく機能している家族、collective
win　game化している家族とは愛情（iove）と思い遣り（care）とを社
会的に交換し合っている組織体に他ならない。
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　私自身勤務先の大学の同僚と共同研究を最も多く行なっているが、共同
研究が可能となるポイントは、①双方が共にr知的貢献（intellectual
contribution）」ができるという意味で有能であること。②共同で行なう
ことにより1＋1が3以上になるr合成（シナジー）効果」が生まれるこ
と、の2点であろう。
（注12）professional　schemaとcognitive　schemaとの関連と相違
　本稿に於ける本文と注の文章の中に出てくる柳川の様々な見解のかなり
の部分は、経営学研究者としての柳川のprofessional　schemaを介して
認識されたものである（例えばキャリァデザインの必要性）が、これまで
の柳川の体験、観察、読書から生み出されてきたcognitive　schemaを介
して初めて認識された事柄も数多い（例えば良質の講義の判断基準、ゼミ
ナールの選び方の基準、幸福についての考え方）。
　professional　schemaとcognitive　schemaが密接に関連しながら、相
異なるものであることを示す好例は、次の2人の数学者のエッセーを読み
比べると良く分かると思う。論理的で非情緒的な学問の代表例としての数
学の研究者が、文学的で情緒的な文章を書き、熱き血をたぎらせているの
を読むと専門的認識構図よりもcognitive　schemaがその人の個性の中核
を成すことが了解できるのではないかと思う。
　〔31〕藤原正彦、1984年、r数学者の言葉では』、新潮文庫。
　〔32〕秋山　仁、1997年、『放課後に見つけた答え』、朝日新聞社。
　筆者と筆者の妻が共にファンである高村　薫さんの小説は勿論であるが、
日本経済新聞に連載されているエッセーを読む度に妻は、r高村さんのモ
ノの見方は大変独得で素晴しいわ」と私に話してくれる。1本のエッセー
を構成するひとまとまりの情報は、高村さん固有のcognitive　schemaを
通して生み出されているのであると私は思う。
（注13）伊能忠敬に見るキャリア形成
　中年を迎えてから突然新しくキャリアを積み始めるのではなく、若いう
ちから準備しておく必要性が高いことに関して、作家の井上ひさし氏は、
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50歳から第二の人生で日本地図を作成した伊能忠敬を、r一身にして二生
を終る」と称して、r定年になって突然、さあ第二の人生を始めようと
思ってもダメで、たとえば子どものころの夢とか、本当にやりたかったの
に第一の人生では十分にやれなかったことを、第二の人生で本腰を入れて
取り組むのが、成功の秘訣だと思う。本当にやりたいことであれば、第一
の人生においても何らかの準備をしているはずてある。」と述べている。
忠敬が若い頃から測量の本を熱心に勉強し、天文や算術の学習もしていた
ことを井上氏は明らかにしている。
　このことに関しては、次を参照のこと。
　〔33〕井上ひさし、1998年、「伊能忠敬はr第二の人生」のお手本だ」、
　　　『論座』、5月号、172～173ぺ一ジ。
（注14）スポーツ新聞も面白い
　ある雑誌の中で大学教授がrスポーツ新聞はくだらないから、サラリー
マンになってから読んではいけないと教え子に話している」と述べている
のを読んだことがある。私は、週刊誌（男性向け週刊誌、女性向け週刊誌、
写真週刊誌のそれぞれ）とスポーツ新聞とは日本を代表する文化のひとっ
だと思う。日本人の識字率の高さと知的好奇心の強さ、電車通勤するサラ
リーマンとサラリーウーマンの多さ、パーソナルスペースを強制的に侵害
されることへの心理的防衛としての電車内読書の必要性、会社員同士のコ
ミュニケーション・トピックスとしてのスポーツネタ、芸能ネタ、スキャ
ンダル記事について知っていることの必要性等々様々な要素が絡み合って、
スポーツ新聞文化と週刊誌文化とが花開いていると思う。
　私は日本のスポーツ新聞は、クウォリティーぺ一パーが少し難し過ぎる
文章が大好きであり、少しrツンと澄ました感じ」がするのに対し、読み
易く庶民的であり、1日の仕事に疲れた人々には恰好の息抜きになると思
う。
（注15）通勤時間に勉強している卒業生
　私は1995年4月から3年間高崎経済大学で経営戦略論と外書講読とを非
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常勤講師として教えた。3年生の時に単位を取った学生の中に4年になっ
ても聴講しにくる学生が何人かいた。その中の1人のKさんから今年1月
に手紙を頂いた。r山一証券が倒産したが、今自分の勤め先（コンピュー
タソフト製作会社）が潰れたら私には何のスキルもないことに気付き、先
生の話を思い出して日曜日には図書館に通い、毎朝1時間の通勤電車の中
で勉強しています。」という内容であった。キャリアデザインの必要性に
気付くのは早ければ早いほどいいと私は思っている。Kさん頑張ってくだ
さい。
（注16）パチンコ屋とバーチャル空間
　私は毎朝5時から9時半まで仕事をした後徒歩1分のところにあるパチ
ンコ屋さんに開店から遊びに出かける（勿論講義の無い日のことである
が）。r先生」、r先生」といろんな常連さんに声をかけられ、私はちょっと
した有名人である（こんなことは何の自慢にもならないが）。パチンコ屋
さんの騒音に満ちた空間は、私にとり誠に快適なr思考する空間」で、
様々な考えが浮かんでは消えてゆく。私はr観念の自走」に任せ、目まぐ
るしく跳び廻る言葉をボンヤリと追いかけ続けているこの時間がとても好
きである。1993年にr企業診断』という雑誌に書いたセブンーイレブンの
論文は前年の12月31日に朝10時から夜10時までパチンコ屋さんでひたすら
考え抜いて全体構想がまとまったものである。今執筆しているこの原稿も
そのideaのいくっかは（例えばキャリアの中味のcognitive　schemaの
内容やゼミの選び方のポイントなど）パチンコ屋さんで玉を弾きながら発
想を得ている。
　パチンコに興味を持たれた方には、次の本を読むことをお勧めしたい。
　〔34〕加藤秀俊、1984年、rパチンコと日本人』、講談社現代新書。
　〔35〕谷岡一郎、1996年、rギャンブルフィバー』、中公新書。
　〔36〕谷岡一郎、1998年、r現代パチンコ文化考』、ちくま新書。
　特に加藤秀俊氏の著作からは、rパチンコも立派な研究対象となる」こ
とを教えられ大変な刺激を受けた。1993年にr少年ジャンプ」について論
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文を書いた時には、加藤氏のこの著作から大いに勇気付けられて執筆がで
きたのである。
　筆者による少年ジャンプの研究は、補論のケース・スタディー著作リス
トを参照されたい。
（注17）日経新聞を読まない経営学者
　私は昔から日本経済新聞を読んでいたわけではないことをここに正直に
告白しておきたい。
　大学院時代から一貫してドイツ経営学の学説研究に従事していた私にと
り、経営学とはr本の中にのみ」存在していたのであり、新聞や雑誌の経
済記事や企業に関する記事の中に、っまりr現実の中に」経営学研究の為
の素材がゴロゴロ転がっていることを全く知らなかった。私の研究してい
た文献的研究の世界では、新聞記事のことが話題になることは（私の勉強
不足も大きいけれど）皆無であった。
　白鵬女子短大の同僚として文字通り私の無知蒙昧を開いて下さったのは
若き経済学者森崎初男先生（現関東学院大学経済学部教授）である。氏は
私に日経新聞を読むことの必要性と重要性を教えて下さった恩人である。
（注18）人間関係はとても難しい
　会社で働いているサラリーマンを対象とした多くの調査の中で、サラ
リーマンの悩みの中で最も大きな悩みは「仕事上の悩み」ではなく、「人
間関係上の悩み」であることが繰り返し明らかにされている。事実短大、
大学と20年以上働いてきた私の場合も、研究室という個室があり、授業は
one　man　managementで、委員会と教授会とで時々同僚と出会うに過
ぎないという恵まれた環境下にあっても、対人関係は大きなストレスの要
因である。その最大の理由は、数年間教務委員会の一員として教務に関わ
る仕事を行なっていくプロセスで、私自身にとって最も苦手な事前hear－
ing、根廻し、説明、説得、反論、新提案等々で多くの方々と接触する必
要があったからである。論理的な話に対する拒否反応や日本語のdenota－
tionが伝達不能な事態に遭遇する度に私は私のコミュニケーション能力
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とリーダーシップ能力との不足を痛感させられた。利害の輻較する教務
matterを取り扱う委員会から論集委員会への配置転換は私の非常に大き
な喜びとするものであった。
　我が家の幼稚園児の娘の誕生会でも誰を呼び誰を呼ばないのか、娘の人
聞関係も中々微妙らしい。
（注19）醜い鴎（かもめ）の子
　我が家の娘は今とても絵本を読んでもらうことが楽しみらしく（せいぜ
いあと1年位だと上の子の経験から予測しているので私も毎日毎日とても
楽しみで大事にしている）毎晩3～5冊位読んでいる。その中でも何冊か
お気に入りの絵本があって度々それを持ってきては読んで欲しいと言う。
その中にrみにくいアヒルの子」があって3種類少しずっ違った内容の本
になっている。rかわいそうだったけど最後にお友達ができるんだよね」
と言いながら娘は聞いている。私は娘にr実はパパも醜い鵬の子なんだ
よ」と時々話している。私はr組織文化からの大幅な逸脱者」であり、
　r仲間付き合いの極めて悪い人間」だから組織内異端者だと自覚している
が、rみにくいアヒルの子」と違って1人でいることが全く苦にならない
ばかりでなく極めて居心地も良いのである。100人の晴天の友よりも1人
の雨の日の友のほうが大切なのである。
　私は醜いアヒルの子のように将来白鳥になって大空高く舞い上がるのだ
などと自惚れている訳では全く無いが、大学の校歌の歌詞にあるように
　rまだ知らぬ海を目指して」、r常しえのフロンティアヘ」鵬のジョナサン
のように飛び続けたいと念願している。
（注20）週刊誌とヌード写真
　かって日本で最も良く売れていたのは、文芸春秋社のr週刊文春』で70
万部ほど毎週発行されていた。ある時期からそれを抜いたのがr週刊現
代』とr週刊ポスト』であり、その躍進の原動力となったのが、「ヘア
ヌード」である。世のお父さん達は、束の間の楽しみを求めてヌード写真
を見るのであろう。かく言う私も健康な男（しかも中年のおっさんの1
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人）として喜んで見ている。かって宮沢りえのrサンタフェ』が出版され
た時には、妻の許可を得て私も店頭に並んで購入したから余り偉そうなこ
とは言えないが、かって数年前にr週刊現代』の編集部に電話ヒアリング
をした際同誌の「製品コンセプト」が「色と金と出世とサラリーマンの不
安」であると聞いて妙に納得したことがある。しかしながら問題なのは、
電車の中で若い女性の前で平気で週刊誌を開く光景である。あれはr環境
セクハラ」以外の何物でもない。これらの週刊誌が外国の航空会社から機
内には置けない雑誌であるとされたのは当然であろう。私もr現代』と
rポスト』は、子供の前では見ないし、外にも持ち歩かない。
　週刊誌やテレビ等のマスメディアに見られるr販売部数至上主義」、
r視聴率至上主義」というr売れる物が勝ち」という考え方には、どこか
タガのはずれた不健全さが感じられる。r週刊文春』やr週刊新潮』にも
ヌード写真が時々載るようになった時に私は、rおい、おい、君達の誇り
はどうしたんだい、君達まで賎しくなってどうするんだ」と心の中で叫ん
だ。
　売れるものなら何でもあり、というのは資本主義の浅ましい側面である。
何を記事として載せ、番組として放映すべきなのかの基準が明確であるか
どうかは、健全な常識があるかどうかにかかっている。週刊誌やテレビの
関係者は有名大学卒が多いはずだが、彼らは後述するr教養なき専門人」
の典型的代表例であろう。たかが週刊誌のことであるが、そこには現代日
本社会の病理を垣間見ることができると私は思う。
（注21）Yanagawa　Filing　System
　私は30代半ばに達した頃から意識的に新聞記事の切り抜きと雑誌記事を
コピーしてfileし、企業別、主題別に膨大な分量の資料（データベー
ス）を作成してきている。私の講義も論文も学会報告も講演も全てその
データベースと本と自らのインタビューや電話ヒァリングとを組み合わせ
て原稿用紙に書き下ろしている。私はこの資料集をYanagawa　Filing
Systemと名付け、実は3年前からマンションの1室をもうひとつ借り、
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そこを資料室として使っている。
　このようなFilingの方法と有用性とを私に教えて下さったのは、白鶴
女子短期大学で兼任講師としてr経営計画論」を教えておられた中村元一
先生である。先生はご自分の資料整理方法をr切り抜きFile　System」
と名付けておられ、私に実物を見せて教えて下さった。その当時から雑然
としていた私の研究室で、レギュラーコーヒー（その当時から私はコー
ヒーと本にだけはお金を惜しまなかった）を飲みながら中村元一先生と話
したことがっい昨日のようである。中村先生は地方の無名の女子短大の片
隅でBusiness　Weekのコピーを一所懸命読んでいた若き日の私を心から
励まして下さった。
（注22）君もやってみたら
　私の書いた企業のケース・スタディーの殆どは、Yanagawa　Filing
Systemを使って書いているので当然新聞記事や雑誌記事をデータとして
大量に用いている。
　前経営学部長岡本淑人氏が退官された年に、氏の研究室で四方山話に花
が咲いていた時に、r某先生が柳川さんの研究は「新聞の切り貼りに過ぎ
ない」と言ったのでそれは違うと私（岡本氏）が反論したのですよ。」と
打ち明け話をされた。私の論文をきちんと読めば新聞記事や雑誌記事を材
料として使いながらsomeghing　newに溢れていることに気付けると思
う。しかし百歩譲ってr新聞の切り貼り」だとしても、r出来るものなら
君もやってみたら」と私は言いたい。陰でコソコソ悪口など言っていない
で、堂々と研究成果を出すべきである。学会報告や論文という研究成果を
公表し他人の批判にさらすという研究者としての当然のリスクを冒すこと
なく（論文以外のものをいくら書いてもしょうがない）、他人の研究にケ
チだけを付けるなど、実に女々しく情けない話だと言わなければならない。
（注23）楽勝科目は赤川次郎の小説に似ている
　楽勝科目とは最近になってから初めて生まれた訳ではなく、私の大学生
時代から存在していた。ただ昔の学生は今のように楽勝科目ばかりとろう
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とはせず、ある種のrバランス感覚」を持っていたように私の狭い経験か
らはそう思える。
　実は楽勝科目には隠れたひとつの効用があることをある同僚から教えて
頂いた。後述する「良質な講義」は真剣に耳を傾けノートを取ることが必
要であるが、朝からそのような講義を連続して受講することは体力的に大
変きっいことである。だから途中に楽勝科目をはさみ込んで少しリラック
スすることは必要不可欠であると言うのがその人の意見で私もそういう見
方があるのかと新しい発見をした。
　私の愛読する作家の一人に赤川次郎氏がいる。私は氏の小説の殆ど全て
を読んでいるが、後になってどんな小説だったかは全く記憶に残らないと
いうユニークな小説である。山本周五郎さんや城山三郎さんの本のように
折にふれて繰り返し読む本とは違い赤川次郎氏の本は典型的なr読み捨て
小説（garbage－can　novei）」である。仕事によってクタクタに疲れた時
に頭を休ませリフレッシュさせるのに氏の小説は最適である。その意味で、
赤川次郎氏の小説と楽勝科目とはよく似ている。誤解を避ける為に一言注
意するが、赤川氏の小説は購入した代金に見合った、あるいはそれ以上の
効用を私にとっては有しているのである。
（注24）良質な講義を目指しての周到な準備
　柳川自身の講義がr良質な講義」の名に値するかどうかは、学生の判断
に委ねられるが、主観的には良質の講義でありたいと努力を重ねている。
初めて講義するストーリーの場合、夏休みか春休みに最低でも1ストー
リー作成に50時間をかけ、400字詰め原稿用紙で60枚分の講義用台本を作
成している。学生の反応が余り良くなく、話している私にとっても余り話
していて興が乗らない話は次年度からは話さないようにして新しい話と入
れ替えるようにしている（科目によってバラツキがあるが、大体15～20％
の入れ替え率である。一同じ話だと講義している私が慣れ過ぎてしまい
無意識に手を抜く可能性が生じないとも限らないというのも大きな理由の
ひとつである一）。自分でも良くできたと思うストーリー（例えばセブ
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ンーイレブン、少年ジャンプ、任天堂、ユニチャーム等のケース・スタ
ディーや、コーポレートガバナンス、少子高齢社会に関する話）の場合は、
次の年に講義するまでの1年問、新資料を収集し関連論文に目を通し十二
分の準備をしてr内容の部分的改善」を必ず行なうようにしている。
　私はこれまで1回1回の講義を真剣勝負として非常に大事にしてきたが、
私の研究者としての能力のかなりの部分は、講義をとても大事にしr周到
な準備（菅谷実慶鷹大学教授がかってそう評価して下さった）」を積み重
ねることによって形成されてきたと思っている。
（注25）ゼミナールは大学でしか得られない貴重な経験
　私は大学生時代に於ける最も重要な意志決定は、r就職先の決定」と
rゼミナールの決定」であると思う。大学教育の最良の部分はゼミナール
教育にこそ存在していると私は自分の体験からもそう思う。
　今日の私の存在は、ゼミナールの恩師との関係を抜きにしては到底あり
えない。
（注26）2人の恩師
　私の大学院時代の恩師の1人である藻利重隆先生はr鬼の藻利」と恐れ
られている先生だったが、先生のゼミナールでは実に沢山のことを身を以
て教えて頂いた。①学生指導は真剣勝負のように全身全霊をあげて取り組
むべきこと、②本を読むことはr考え抜くこと」であることと、③学説研
究とは、本に書いてあることを徹底的に分析するばかりでなく、本に書い
ていないことも読み取らねばならないこと、本を書いた著者さえも明確に
意識していないことも読み取らねばならぬこと、④藻利先生の本の読み方
はまさにr名人芸」でありr神業」であって、私には到底真似できないこ
とであるが、r本物の中の本物の学者」の身近で、その研究と教育の仕方、
生き方に接することができたお陰で私は経営学研究者、大学教師としてど
うにか一人立ちできたのだと思われる。⑤電話のかけ方、手紙の書き方と
いう社会人としての常識も藻利先生から教えて頂いた。
　ゼミナールが終わってから、国立駅まで藻利重隆先生をお送りしていく
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途中で伺った話のいくつかは、今でも昨日のことのように鮮やかに覚えて
いる。ある時、企業の今現在の状態はsein（being）とsollen（should）
のどちらだと思うと先生は私に質問された。少し考えてseinからsollen
へと向かっていくwerden（becoming、生成途上にあるもの）ではない
でしょうか、とお答えすると、藻利先生は、r柳川君、人間も死ぬまで成
長し続けるんだよ。」とおっしゃった。60歳を越えても研究を続け論文を
書いておられた先生がそうおっしゃるとその言葉には本当に重みが感じら
れた。私も50歳を目前にしながら毎日毎日本や論文を読んでは考えて考え
て考え抜き、原稿用紙の枡目を埋める作業を続けているのは、あの時の
r人間は死ぬまで成長し続けるのだ、（柳川君も倦まず弛まず生涯勉強し
続けるんだよ）」という藻利先生の言葉に励まされているからである。
　もう1人の恩師である平田光弘先生は、卓越したドイツ経営学の研究者
でありグーテンベルクの研究者である。一橋大学産業経営研究所（現一橋
大学イノベーション研究センター）に移られてからは実証研究をされるよ
うになった。今日私が実証研究の途を歩むようになった契機は、平田先生
の存在を抜きにしては考えられない。先生は慈父のように限りない愛情を
能力不足で努力しても努力しても芽の出ない私に注いで下さった。私が今
自分のゼミ生達に懸命に教育しているのは、平田先生のあの優しさを私も
持ちたいと希っているからである。
　2人の先生の想い出を一度白鵬新聞のr読書のすすめ」特集に寄稿した
ことがあるので、次に再録しておくこととする。
さぶ　　山本周五郎著　新潮文庫
　山本周五郎さんとの出会いは大学院時代であった。恩師の平田先生の研
究室で私が報告しているさ中に俄雨が降り出した。芳しくない報告をして
いる私の気持ちを引き立てるかのように先生はr柳川君、山本周五郎の小
説にr雨あがる』といういい短編がありましてね…」と話して下さった。帰
りに本屋に立ち寄りその短編ののった文庫本を買いその夜の内に読了した。
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早いものでそれから18年が立った。苦しみ悩み喜んだ18年の間、山本さ
んの本はいつも私の傍らにあり、胸一杯に思いが溢れる度に山本さんの世
界に沈潜した。何度も何度も読み返しその都度に感動を新たにする小説に
rさぶ』がある。主人公のrさぶ』は頭の良さや器用さには対極的な鈍重
な腕の悪い職人であるが、神様のような心根の持主で、何の見返りを求め
ることなく周囲の人々にr無償の愛」を注ぐ。それは降り注ぐ太陽の光で
あり清洌な雨でもある。
　rさぶ』のような無償の愛を与える人間が果たして現実に世間にいるの
だろうか？血の繋がりのない他人が示す無償の愛を私は、藻利、平田の両
先生から存分に与えられた。謙遜ではなく大学院時代の私は、文字通りの
劣等生であり必死になって努力してもそれが学力として仲々外に現れない
という徒労に似た絶望的な学生生活を送っていた。お二人は、そのように
できの悪い私を最後の最後まで見捨てることなく厳しくも温情溢れるご指
導をしてくださった。
　大衆化した今日の大学で、勉強しようとしない学生に絶望し講義するこ
とに情熱を失うことは比較的にた易いことだが、学生に希望を託し、これ
だけは話さなくてはとのr思い」を込めて今日も教壇に立続けられるのも
「わたしのさぶ」との出会いのお陰だと今さらのようにその幸運に感謝し
ている。
　　　　　　　　　　　　（白鵬大学新聞　第30号　平成6年2月12日）
（注2了）たった一人の図書館
　私にとっての大学の図書館の重要性は極めて大きい。もし図書館が無
かったならば私は翼の折れた鴎になってしまう。
　女子短大に助手として奉職した私の所属するべきr経営科」ができたの
は就職して2年半後であったために、私は英語科、幼児教育科、幼児教育
科且部（夜問部）で最高週に12コマの英語の授業を担当した。私は学生に
どんな質問をしてもよろしい、という基本方針で授業に臨んだので、予習
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に加え次の授業の時までに回答しなければならない質問を山のように抱え
込むこととなった。私は不遜にも日本一の英語教師になろうなどと今思え
ば赤面するような野心に取り付かれて図書館にこもって調べることに精を
出した。夜間部が9：00p．m．に終了すると、その後の図書館はrたった一
人の図書館」となり私の天下であった。専任教員の数も限られていた当時
の短大は家族的な雰囲気に溢れ、私は大学の正面玄関のカギと図書館のカ
ギを大学から貸して頂くことができ、文字通り24時間利用可能な状況に
あった。毎晩9：00～12：00位まで図書館を利用し、r英語教育』とr英語青
年』のバックナンバー全部に目を通し、英語の参考書に加え日本語の文法
の本も片端から読破した。当時の私は、貧弱な能力と乏しい教育技術しか
持ってはいなかったけれど、体力とエネルギーとキラキラ光る野心とに包
まれていた。その当時の図書館は今は書庫として普段使われることはもう
なくなったけれど、用事があって書庫に入る度に、ここは紛れも無くr私
の図書館」でありr青春時代の私が座っていたのだ」となっかしい思いが
心に濫れる。
（注28）百科事典をどんどん引こう
　百科事典を引くことの大切さを繰り返し繰り返し強調しているのは、地
球物理学者の竹内　均氏と社会学者の加藤秀俊氏のお2人である。竹内氏
が三笠書房から出版されている諸著作と加藤氏が書いている数冊の中公新
書を読むことをお勧めしておきたい。
（注29）本の紹介は大学教師の大切な役目である
　読むに値する本を学生に紹介することが、大学教師の大切な役割である
ことは、いくら強調しても強調し過ぎることはない。本と辞書は、その生
産の努力を考えるとこの世の中で最も安い商品である。1冊の本との出会
いがその人の人生を決定付けることがある。先生に勧められて大学3年生
の夏休み一杯かかって読んだ藻利重隆先生の『経営学の基礎』（森山書
店）は、私を大学院に進学させ藻利重隆先生にご指導を仰がせることと
なった。この1冊の本との出会いと矢島基臣一橋大学名誉教授と桑原源次
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福島大学名誉教授とのアドヴァイスを頂く為に私の4年間の大学生活が
あったのだと、昔日を振り返る度にそう思う。
　私は経営学部の学生に是非読んで欲しい本として、次の2冊を挙げたい
と思う。
　〔37〕榊原清則、1992年、r企業ドメインの戦略論　　構想の大きな会社
　　　とは一』、中公新書。
　〔38〕伊丹敬之・加護野忠男、1993年、rゼミナール経営学入門（第2
　　　版）』、日本経済新聞社。
　榊原氏の本は、小著ではあるが「経営学の分析的面白さ」を読者に教え
てくれる最良のテキストである。小さな書物であるが榊原氏はこの本を書
く為に早朝から深夜まで研究室にこもっておられたことを筆者は知ってい
る。
　伊丹・加護野両氏の共著は、日本の経営学界に於いて出版されている標
準的教科書の中で最も優れた内容の書物であると筆者は信じて疑わない。
ゼミナールに於いて3回使ってみたことがあるが、経営学研究者にとって
も知的刺激に満ち満ちた本だと思う。
（注30）知的生活にコピー機は必需品である
　コピー機とは文字通り文明の利器であり、私の教育と研究生活にとり無
くてはならないものとなっている。コピー代が沢山かかると思いますがケ
チってはいけない。自分を成長させる為の大切な投資であることを認識し
ておくべきである。
　私自身昨年まで3年間他の公立大学に非常勤で通っていたが、片道2時
闇以上かかり1日潰れたが、私は図書館を利用し勤務している大学にはな
い雑誌のコピーを文字通り取りまくった。
　勤務先の大学に於いても私のコピー枚数は突出して多いらしく、数年前
ある同僚からrお前はコピー機を自分専用のように使っている。お前はそ
んなにコピーするが全部を読んでいるのか。」と厳しいお叱りを受けた。
非常勤のアルバイトを殆どしない私はコピーした資料は殆ど数日以内に目
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を通してメモを作っている。それでも無用の紛争は避けた方が良いから、
昼休み時問や授業中などの比較的空いている時を狙ってコピーするように
主観的には心がけている。他の先生がコピーを取りに来られた時はすぐ譲
るように心がけている。
（注31）教育の過剰と貧困
　日本は世界に冠たる教育大国ではあるが、その教育はr知識教育」のみ
に著しく片寄り、人問的成長を欠いたr頭でっかち」の人間を数多く輩出
してきたという意味で、r教育は過剰である半面著しく貧困である」こと
を私は次の下野新聞のエッセー（1996年7月9日付）で述べたことがある
ので、次に再録しておくこととしたい。
教育の過剰と貧困
高学歴者の品性欠落　　家庭教育の復権が必要
　私には今年小学生となった息子と幼稚園入園の娘がいる。娘には入園前
から、どこで調べるのか様々な幼児教育の勧誘メールが送られてきた。近
所に英語、算数、バレエと音楽教室に通う4歳児がいて家でのんびりして
いたわが家の娘とは大違いである。早期教育は加熱し続け、首都圏には有
名幼稚園入試に備えて塾通いする幼児が4万人近くいる。
　県内でも私立中学は増え続け現在7校あり、その受験競争は極めて激し
い。1990年度、小山市内には54の学習塾があり、93年には小学生の70～80
％、中学生の70％近くが通塾していた。少なくとも日本の都市部では学習
塾は、まさにr第2の学校」と呼びうる社会的制度となりっっあり、英語
にrジュク・スクール」という言葉も生まれている。
　チェーン展開する大手学習塾から町の小さな塾に至るまで全国の隅々ま
で塾があふれているのは一体なぜなのだろうか。その解答は大きく4つを
挙げることができる。①教育社会学や労働経済学によれば、日本の職場
（会社や官庁）には同じ大学卒でも、退職金も含めての生涯所得、社宅や
住宅ローンヘの融資や利子補給等の福利厚生費、不況への抵抗力、社会知
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名度や信用度など極めて恵まれているr良好な雇用機会」とそれ以外の職
場とでは勤労条件が大きく異なっていて、相対的に少数の恵まれた職場へ
の入社確率はブランド大学の卒業者の方が高いという統計的事実がある。
②教育ママや多くの親たちは恵まれた職場に入り経済的豊さを得ることだ
けが幸せなのだというr幸福の一元主義」に強くマインド・コントロール
されている。③ブランド大学は、私立一貫教育校の方が極めて入りやすい
という統計的事実があり、④有名私立一貫教育校の入試は倍率が高いだけ
ではなく公立教育の学習よりはるかに難しい内容が出題される。だから学
習塾は必要不可欠であるというのが説明の骨子である。学習塾は受験教育
の補完物を超えて公立教育にない教育機能を果たしっっあると思うが、こ
こでは触れない。
　日本の教育が抱える大きな問題は、かくも高学歴者が増えながらも、そ
の卒業者に専門的知識とその運用能力が著しく低い人々が多いだけではな
く、品性やモラルの欠落した輩（やから）が増大しっっあるという事実で
あろう。超有名大学を卒業しながら倫理観や責任感を欠如した人々が行政
や企業において次々と引き起こす不祥事を見るにっけ、このような人々が
なぜ高い教育を受けながら生まれてくるのか、日本の教育の欠陥に愕然
　（がくぜん）とするのは私だけではあるまい。知識とその運用力の低さの
原因は大学教育の不十分さであるが、人問教育の大部分は家庭がそれをも
う一度自己の重要な仕事として引き受けるべきであろう。「父親は背中で
教育する」という俗説を口実にして、母親1人に家庭教育の重荷を背負わ
せることをそろそろやめて、日本の父親たちは自分の子供たちの教育と真
正面から向き合う必要性の高さに気付かなければならないだろう。
、（注32）親も］ミュニケーションがとれない
　私の妻は今年3月まで幼稚園の父母会で役員を勤めたが、物の言い方や
頼み方がきちんとできない親が多いことに驚いたと、度々私に話してくれ
た。娘のバレー教室でのお母さん方の物の言い方にも、r今日こんなこと
があったわよ」と私に話してくれる。30代、20代の親達の中には、言語コ
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ミュニケーション不全の人々が確実に増えているのだろう。
　私自身が勤務している大学でも、学生が挨拶をしたのにも拘わらず無視
する教員がいるし、教員である私自身の挨拶を無視する教員（コミュニ
ケーション能力が無いのではなく単に梯川のことが嫌いなだけかもしれな
いけれど）もいる。そのような教員に教育される学生が挨拶という基礎的
コミュニケーションができないのも至極当然なことかもしれない。
　若い人々がコミュニケーション（言語的および非言語的）不全に陥って
いることに関しては、筆者による次の講演を参照されたい。
〔39〕柳川高行、1997年、r大学の授業は面白い」、白鶴大学法学部、r白
　　鴎法学』、第9号、281～322ぺ一ジ、特に299～314ぺ一ジ。
　私は講義やゼミの中で、日本語で明確に自分の考えていることを表現で
きる能力と、他人の話の内容を誤解せずに理解できる能力とは、英語やコ
ンピューターができる以前の重要な能力で君達を差別化できる能力だと話
している。私が見聞する範囲内には比較的高学歴の人達が多いけれども、
その中にも日本語の言語コミュニケーション能力の欠落した人々が意外と
多い。
（注33）論語読みの論語知らず
　教養とは何かと問われれば、その持ち主のr人格」の重要な一部を成す
とともに、生きていく上で必要な「智恵の総体」だと答えたいと思う。教
養無き専門バカとは、山のように知識を抱えながらその使い方を知らず、
高学歴を、そしてそれのみを誇る人達である。昔の人はそのような人達の
ことをr論語読みの論語知らず」と名付けている。
　京都学派の代表的論客である梅樟忠夫氏にr研究マネジメント』（岩波
書店）という本があるが、マネジメントを中心的研究対象としている経営
学研究者の中にも、研究や教育のマネジメントが全くできない人が案外多
い。彼ら彼女らは、自分達が教育された内容と教育の仕方を繰り返してい
るに過ぎない場合が多い。「マネジメント読みのマネジメント知らず」に
ならないよう経営学部の学生は心がけなければならないであろう。
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　このような話をすると、教養とは何なのか、まだよく分からない、とい
う声があがると思うが、私は先に述べた情報を読み取り、新しい情報を作
りだす、individual　cognitive　schemaと、情報を判断し意志決定を行な
うindMdualな価値観の体系（柳川の場合の、人生観、家族観、教育観、
職業観、人間観、恋愛観等々）および、ある個人に固有な判断枠組み、判
断の論理群（柳川の場合の人間鑑別法、良い授業の条件、良いゼミの見分
け方、人生における努力と運の関係に関する考え方等々）の、3種の相関
連し合うものの総体だと考えている。
（注34）個性の実体は教養である
　柳川の個性とは、その所有する価値観の体系と、判断枠組みと、cog－
nitive　schem＆とから構成される「モノの見方、考え方と行動パターン」
だと私は考えている。
　価値観の体系は、cognitive　schemaに対し何が価値ある情報かを明示
的に示す役割を果たし、認識・加工された情報をどう判断するのかが判断
枠組みの役割を有している。
　私の判断枠組みの一例としての人間鑑別基準は、①どんな将来の夢・ビ
ジョンを掲げて生きているのか、②何に最も時間を使っているのか、③何
に最もお金を使っているのか、④どんな友人と付き合っているのか
（Man　is　known　by　his　company．）、⑤いやなことやいやな仕事への取
り組み方、⑥苦しい状況下でどう行動するのか、の6基準である。良い授
業の条件、良いゼミの見分け方は本稿3－3を参照されたい。人生におけ
る運と努力の関係については、筆者の次の講演を参照されたい。
　〔40〕柳川高行、1997年rラーニング　メークス　ユア　フユーチャー
　　　～教育を志ざす若き友へ一」、白鵬大学経営学部、r白鶴大学論
　　　集』、第12巻1号、275～348ぺ一ジ、特に303～304、343～344ぺ一
　　　ジ。
（注35）経営学の知識は教養とは言えないのか
　評論家立花　隆氏がr文芸春秋』、1998年6月号の中のr私の東大論IV
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　東大生諸君、これが教養である」（360～373ぺ一ジ）という文章の中で、
大学の法学部、経済学部、工学部等の専門課程で教えられていることは、
もっぱらr実学（Brotenwissenschaft）」であり、実学とは教養ではない
と述べ、教養とは実学とは無縁で、r知的存在者でありたいと思う人がた
だそれだれの理由で身につけようとするものである。そういう知識の総体
が教養なのである。」（36！ぺ一ジ）と述べているが、これは正しいだろうか。
　私自身経営学の研究者として有しているprofessional　schemaは、特
に経営戦略論や、経営管理論のそれは、私の生きていく上で多くの決断や
判断に役立っている。教養とは単に何かを知っていることではなく、行動
に生かされていく智恵だと私は思う。教養とは「知行合一」における知を
意味している。その意味で、十二分に理解され血肉化され行動に生かされ
るprofessional　schemaは教養と言いうると私は思う。
　教養とは単なる知識の総体ではなく、r心を耕やし」その人の人間性を
豊かにし、そして生きていく糧となるものでなければならない。
（注36）教育ドメインの革新とイノベーション
　30歳の時の私の研究ドメインの意識的組み換えは、私にとってcritica1
でfata1なdecision－makingであったと振り返る度にそう思う。このよ
うな研究のイノベーションを私が決意できたのは、自律的自己決定ではな
く、3人の方からの智恵をお借りしての共同決定（co－determination）
であったからだと常々感謝している。
　私の研究イノベーションの契機は、次のようなものであった。
　私は一橋大学大学院商学研究科でドイツ経営学の学説研究に従事した。
この学説研究というスタイルは、経営学におけるr研究の一般的パラダイ
ム」であり、私は自分のやっている研究に一点の疑念も感じてはいなかっ
た。女子短大に助手として勤めるようになり、修士論文を土台にして初め
て活字になった論文がr企業目標論の一研究一ハイネンの所論を中心と
して一」（白鵬女子短大論集第3巻第1号）であった。私は喜びいさん
で出来上がった論文を親しい方々に謹呈した。
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　生物学を教えておられた農学博士の同僚である樋口弘道先生からは、
r柳川君、このぺ一パーは私達の世界では論文とはいいません。他人の研
究の紹介に過ぎませんよ。」という厳しいお言葉を頂き、自然科学からは
そう思えるのかと大変ショックを受けた。日曜日の私達2人以外誰も居な
い大学の樋口先生の研究室の前で私の研究成果をr全否定」されたあの日
の光景は、樋口先生の表情や声とともに今でも鮮やかに私の脳裏に刻まれ
ている。私の生涯忘れ得ぬ記憶である。
　同じく同僚の若き経済学者森崎初男先生からは、r柳川君、研究者名を
付けたケインズ経済学の研究等は経済学の世界ではもう古いんですよ。ハ
イネンの研究をやっていると40過ぎると誰とも話のできない学者になって
しまいますよ。」と親切なアドヴァイスを頂いた。先にも述べたように森
崎氏からは、日本経済新聞を読んでr現実の日本企業」と取り組むように
とのアドヴァイスを頂くとともに、いつも「なぜだろう、whyと問い続
けること」が、研究者、教育者には不可欠であることを教えて頂いた。さ
らに夫というものが妻をどのように大切にし思い遣るべきなのかも深く学
ばせて頂いた。
　当時一橋大学で教えておられた榊原清則先生からは、「柳川さん、OO
の所論を中心として、という他人によりかかった研究はもうよせ。俺はこ
う思う、という研究をこれからはしなさい。」と過激なアドヴァイスを頂
いた。おじゃました国立市の一橋大学の研究室でそう伺った日のことは、
今なお鮮明に覚えている。榊原氏は、その年卒業したゼミの一期生の卒業
論文のいくっかを指しながら、「この学生の実証的研究は柳川さんの修士
論文よりずうっと面白いよ。」と話されて、私の修士論文には棚川自らが
発見したsomething　newが大変乏しいことを、言葉を飾ることなく私に
直視する機会を与えて下さった。私同様、経営学説の研究者として大学院
でトレーニングを受けながら実証研究者へと自己革新された榊原氏の言葉
には強い説得力があった。氏はまた、日本企業のことについて何ひとっ知
らなかった私にrサンリオの奇跡』（上前淳一郎著、P　H　P）という本の
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戦略的キャリアデザインの勧め一大学で何をどう学ぶか一
紹介をして下さり、その後も沢山の企業のケースを送って下さった。私は
折にふれて榊原氏のアドヴァイスを頂き、氏を私の目指すべき［ive　model
としてその後10年近く勉強を続けてきた。
　榊原氏は、私の研究が有していた重大な欠陥を私にr直視（confronta－
tion）」させて私を方向転換させ、方向転換した私にr何をどう勉強して
いったらいいのか」を私のナビゲーターとして絶えず教え続けて下さった。
榊原氏にはいくら感謝しても感謝し過ぎることはない。藻利先生と平田先
生とが私のr生みの親」であるとするならば、榊原先生は紛れもなく私の
r育ての親」なのである。
　18歳の女の子に、日本の現実の企業行動と無関係のドイツ経営学の話を
して果たして話を聞いている彼女達は幸せだろうか、と悩んでいた私は、
3人の信頼している友人からのアドヴァイスを信じて、研究と教育のドメ
インの意識的転換を30歳の時に決断した。その後約10年間の試行錯誤を経
て、40歳、不惑を迎えてからの私は、自分の教えている内容に関してrこ
れが私の本当に教えたかったことだ」という確信を持てるようになったば
かりでなく、教えたいと思うことを現実に教えることができるr教育能
力」も身に着き、ビジョンと能力との幸福な合致が生じるようになった。
　研究に関しても、柳川にオリジナルな内容の研究を、年に7～8本とい
う高い生産性のもとに発表できるようになり、96年から学会報告（全4
回）もさせて頂けるように成長してきた。
　私は典型的な1ate　comer、1ate　bloomer（遅咲き）の人間であるが、
遅咲きの良さは、十分な蓄積に基づく豊かな土壌に大輪の花を咲かせられ
ることだと信じて今後もコツコツと努力を重ねて行きたい。
（注37）私の体験的幸福観
　私が幸せの内容を3Hs2Psとして把えていることに関しては、次の講
演を参照して欲しい。
　〔41〕柳川高行、1997年、r資料　ラーニング　メークス　ユア　フユー
　　　チャー一教育を志ざす若き友へ一」、白鵬大学経営学部、r白鵬
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柳　川　高　行
　　　大学論集』、第12巻第1号、275～347ぺ一ジ、特に278～281ぺ一ジ。
　幸福になる為には3つのコツがあると私は思う。第一に他人の人生を羨
まないこと（Don’t　envy　other　people．）が大事だと思う。第二に他人の
人生と比べて幸福かどうかを決めるr相対主義的な幸福観」から、自分固
有の幸福観を持っr主観的幸福観」へと考え方を変えることである。第三
に最も大切なことの為には、それ以外のことを積極的に諦め、欲望のいく
っかを切り捨てるr積極的諦観主義」を持っようになることである。
（注38）苦難を超えて幸福をかち取ろう
　私の深く敬愛する本田宗一郎氏も次のように若者に呼びかけている。
　r苦労がないと、幸福はえられない。幸福なんて、そう、棚からボタ餅
みたいに、容易に手に入るものではない。自分のこのうで、この頭脳で、
この身体でかちとったものが、自分の幸福なんだ。（中略）これから、い
ろいろ仕事をしていく過程でたくさんの苦労があるだろう。その苦難とい
う峰を乗り越えたときに、その向こうのかなたに幸福というものがあると
思ってほしい。」と。
　〔42〕片山　修編、1998年、r本田宗一郎からの手紙　　現代を生きるビ
　　　ジネスマンヘー』、文春文庫、r自分は運が悪いとあきらめている
　　　きみへ」、33～34ぺ一ジ。
（注39）幸せを掴もう
　私はゼミナールの卒業生にr幸せを掴もう」と題する次のエールをr白鵬
新聞」に書かせて頂いたことがある。私は心の底から教え子に幸せになっ
て欲しいと願い、ゼミナールで全力を傾けて教育しているっもりである。
幸せを掴もう
　柳川ゼミの卒業生諸君ご卒業お目出度う。君達は長い間の学生生活に終
止符を打ち、社会へ出て仕事をするようになる。君達は人生で初めてのリ
ストラクチャリングに直面し、人生のドメインを大きく転換する時期を迎
えている。毎週二回のゼミでは、君達の報告は徹底的に批判され、全員か
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戦略的キャリアデザインの勧め一大学で何をどう学ぶか一
らの質問の嵐の中で立ちすくんだこともあった。柳川はサデイストではな
いかと思ったこともあるかもしれない。私は本気になって君達を鍛えた
かった。君達に愛想尽かしをしてゼミ教育で手抜きをすることなく、君達
を本気で叱ったことは私の秘かに誇りにすることである。何度も繰り返し
話したけれど、もう一度だけ私がゼミを通して君達にプレゼントしたかっ
たことを語ろう。
　私は君達を経営学の専門家に育てるっもりは全くなかった。経営学の学
習は手段であって、目的はr自分の頭で考える力」を身にっけさせること
であった。自分の頭で考える力はなぜ必要なのか？それは幸せな人生を設
計するライフ・デザイン能力の中核だからである。大企業に入り高給を取
り出世することだけが人生の幸福ではない。一人一人の顔立ちが異なるよ
うに幸せも多様である。人生には一人一人の適所（niche）が必ずある。
私自身は大学三年生の時に自分の夢を掘り当てることができた。私は夢見
た職業に就き、金も地位も名誉もないが、十二分に幸せな日々を送ってい
る。就職した頃仕事の九十％は、やりたくはないがしなければならない事
であったが、現在は九十％はぜひともやりたい大好きな事になった。苦し
かった日々がなかったわけではない。しかしその苦しみも幸せに出会う為
の意味のある苦しみであった。苦しかった日々のことも、いつか笑って語
れる日が人生にはきっと来る。
　幸せは空から降ってくることはない。幸せを運ぶのは君達自身の生き方
だ。本当に自分のことを愛しているのなら、苦労を厭うことなくコツコツ
と弛むことなく努力を続け、自分に幸せをプレゼントするようになって欲
しい。幸せを発見しそれを実現させる為の基本的思考力が君達のものと
なっていれば私は本当に嬉しい。これからの人生、主人公は君達自身だ。
夢を高く投げ上げ人生の軌跡を大きく描き、幸せをその手に掴もう。
　人生は晴れの日ばかりではない。雨の日も嵐の日もある。そんな日は母
校に出かけよう。どんなに忙しい日でも、君達が来たら研究室のドアを喜
んで開けよう。もう一度ご卒業お目出度う。
　　　　　　　　　　　（白鵬大学新聞、第27号、平成5年3月15日）
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行高柳川
補論
　学生諸君にとり比較的読み易く、かっ経営学の分析的面白さを味わえると
思われる筆者のケース・スタディー・著作リストを以下に掲げておくことと
したい。本稿を読んで関心を持った読者は参照されたい。
著書、学術論文
等の名称
単著、
共著の
別
発行又
は発表
の年月
発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称
概　　　　要
（著書）
1。商学総論講義ノート
1995．3白鵬大学出版局
学術論文等の名称
単著、
共著の
別
発行又
は発表
の年月
発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称
概　　　　要
1．経営理念の制度化行???
一事例研究・ダイ
　　　エー一
単 1982．3白鵬女子短大論集
　　第7巻
　　第2号
　ダイエー・C　G　C　J連合によ
るネッスル日本商品ボイコット
行動をケースとして取り上げダ
イエーの真の意図・動機が筆者
の造語である「経営理念の制度
化」ということにあったことを
解明することを「経営理念」・
「経営戦略」・「組織学習」とい
う概念的フレーム・ワークを用
いることによって行おうと企図
した経営戦略的・経営組織論的
研究の第1稿をなすものであ
る。
（108～126頁）
2。経営戦略・組織革新
　と企業成長
　一事例研究・カゴ
　　メー（その1）
単 1985．3白鵬女子短大論集
　　第10巻
　　第2号
　『カゴメ八十年史』（1977年）
を中心的資料として、「新製品
・新市場開拓型企業」の典型例
であるカゴメ株式会社のr誕
生」と「中堅企業への成長」の
メカニズムとダイナミズムと
を、経営史的・経営戦略論的・
経営組織論的アプローチにより
究明しようとした研究であり、
多角化行動に関する続稿が予定
されている。
（282～301頁）
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戦略的キャリアデザインの勧め一大学で何をどう学ぶか一
学術論文等の名称
単著、
共著の
別
発行又
は発表
の年月
発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称
概　　　　要
3．流通革命と新流通革??
一スーパーマーケッ
　トとコンビニエン
　スストアの本質一
単 1990．7白鵬大学論集
　　第5巻
　　第1号
　昭和30年代に生まれた日本の
大型スーパーの本質は、大衆百
貨店であり、その行動原理は薄
利多売であったことを第1章に
おいて明らかにした。昭和40年
代後半に誕生した日本のコンビ
ニエンスストアの本質は、情報
ネットワークによって結び付け
られた連鎖型組織の形成によ
る、「厚利確売」という新しい
行動原理に基づく小売店の誕生
であったことを第2章において
明らかにした。
（27～46頁）
4。〔研究ノート〕
　ケース・スタディ
　ヤマト運輸・宅急便
　一企業者職能と新事
　業創造一
単 1991．3白鵬大学論集
　第5巻
　第2号
宅急便という新事業における
「事業コンセプトの創造プロセ
ス」と事業具体化の為の「マネ
ジメントシステムの創造プロセ
ス」に分けて、企業者職能の実
体化のケース・スタディをおこ
なったものである。
（301～314頁）
5，〔研究ノート〕
ケース・スタディ
集英社：少年ジャン
　プ
　ー情報と共感のマネ
　ジメント
単 1992．8白鵬大学論集
　　第7巻
　第1号
少年週刊漫画誌『少年ジャン
プ』がなぜ驚異的な発行部数を
10年以上も続けられているのか
を、「少年ジャンプ方式」と呼
ばれている人事管理、生産管
理、販売管理を分析することを
通して、「情報」を利用して
「共感」を追求しているからで
あることを明らかにした。
（127～140頁）
6．〔企業・組織研究〕
㈱カンセキ
　ードメイン・経営理
　念・経営戦略一
単 1993．3白鵬ビジネスレビュー
　　第2巻
　　第1号
白鵬大学ビジネス
　開発研究所
　ホームセンター業界のマクロ
的分析をデータを用いて行なっ
た後で、栃木県を地盤とするカ
ンセキのケース・スタディを、
そのドメイン、経営理念、経営
戦略を中心に分析を行ない、資
料として社長インタビューを収
録したものである。
（111～127頁）
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梯　川　高　行
単著、 発行又 発行所、発表雑誌
学術論文等の名称 共著の は発表 等又は発表学会等 概　　　　要
別 の年月 の名称
乳〔企業・組織研究〕 単 1993．3白鵬ビジネスレビュー 茨城県水戸市を本拠とする地
水戸信用金庫 第2巻 域金融機関である水戸信用金庫
一C　Iと組織革新一 第1号 が当時実行中であったCI白鴎大学ビジネス （コーポレート・アイデンティ
開発研究所 ティ）活動を、ドメインの再定
義、シンボルマークの制定、経
営理念・経営方針・行動基準の
変更、及びC　Iの定義の為の活
性化運動の分析を通して明らか
にしようとした。
（129～140頁）
8。〔企業・組織研究〕 単 1993．3白鴎ビジネスレビュー 1981年にスタートし、1993年
埼玉県草加市 第2巻 現在も引続き実施中である草加
一シテイ・アイデン 第1号 市のシティ・アイデンティティ
ティティ活動一 白鵬大学ビジネス 活動を、デザイン研究会の活
開発研究所 動、シティ・アイデンティティ
推進委員会の活動と今井市長の
リーダーシップの実態を跡付け
ることにより、r組織の自己革
新活動」として把握する試みを
行なったQ
（141～148頁）
9．〔事例研究〕 単 1993．3企　業　診　断 コンビニエンスストアの本質
コンビニエンススト 3月号 は、①情報ネヅトワークによっ
アと新流通革命 て結ばれた連結の経済性を追求
一セブン・イレブン する連鎖型組織として把握する
の経営戦略を診る とともに・②POSシステムに
一 より品揃えを無限持続的改善を
追求する、事業システムとして
把握し、その行動の根底には厚
利確売の原理が存在しており、
小売業におけるこのような原理
の出現を新流通革命として論じ
たものである。
（54～60頁）
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戦略的キャリアデザインの勧め一大学で何をどう学ぶか一
学術論文等の名称
単著、
共著の
別
発行又
は発表
の年月
発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称
概　　　　要
10．医薬品メーカーの
経営戦略と企業文化
　一事例研究・山之内
　　製薬一
単 1993．9経　営　行　動
　　第8巻
　　第3号
　山之内製薬の企業文化の全体
的構造を、同社の経営理念や公
表されている経営戦略という公
式的な「企業の決意表明」の分
析と、r経営戦略の具体的実行
プロセス」という「経営行動」
の詳細な分析との両者を含めて
行なうことにより、最上位文化
によって統合された下位文化群
の体系として把握しようと試み
たものである。
（10～19頁）
11．〔企業・組織研究〕
　ゼビオ
　ーディスカウント型
　　紳士服専門店
　　チェーンのドメイ
　　ン、リスクマネジ
　　メント、経営戦略
単 1994．3白鵬ビジネスレビュー
　　第3巻
　　第1号
白鵬大学ビジネス
　開発研究所
　いわゆる郊外型紳士服専門店
チェーンの基本的特質を、その
事業のドメイン丸リスクマネジ
メント、チェーン展開による規
模の経済を追求するディスカウ
ント型チェーン店として把握
し、デパートの基本的特質と比
較対照する試みを前半部で行な
い、その企業群の中で、独自の
事業ドメインと経営戦略を実行
している「ゼビオ」社の事例研
究を後半部で行なったものであ
る。
（107～125頁）
12．〔研究ノート〕
　医薬品メーカーの経
営戦略と企業文化
　（その2）
　一事例研究・大正製
　　薬一
単 1994．3白鵬大学論集
　　第8巻
　　第2号
　大正製薬の公式に表明されて
いる経営戦略と、経営戦略の具
体的実行プロセスである経営行
動を分析することを通して、同
社の企業文化として・本業志
向、本業重視の多角化志向、大
衆薬志向、無借金経営志向、情
報的統合思考、戦略思考志向を
導出したものである。
（197～218頁）
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学術論文等の名称
単著、
共著の
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発行所、発表雑誌
等又は発表学会等
の名称
概　　　　要
13．〔企業・組織研究〕
集英社・週刊少年ジ
　ャンプのマーケティ
　ング
　ードメイン、マネジ
　メント・システム、
　情報一
単 1994．3白鵬ビジネスレビュー
　　第3巻
　　第1号
白鵬大学ビジネス
　開発研究所
　日本最大の発行部数の雑誌で
ある週刊少年ジャンプの徹底し
た「顧客満足志向」のマーケ
ティング戦略の本質を、ドメイ
ン、マネジメント・システム、
価格情報、事実情報、共同的情
報生産、ドメイン・コンセンサ
ス、共感をキーワードとして明
らかにしようと試みたものであ
り、平成4年8月の研究ノート
（r白鶴大学論集』第7巻第1
号）を徹底的に加筆修正した研
究である。
（127～140頁）
14．〔研究ノート〕
　メーカーマーケティ
　ングの成功例と失敗??
一事例研究・伊藤園
　とサントリー一
単 1994．7白鵬大学論集
　　第9巻
　　第1号
企業の盛衰にとり決定的に重
要なマーケティング活動（新市
場の創造と維持活動）の成功例
として伊藤園の缶入り緑茶を、
失敗例としてサントリーの水割
りウィスキーの事例を取り上
げ、製品ドメインの差別化、ド
メインコンセンサス、ドメイン
コンセンサス不適合という概念
を用いて説明する試みを行なっ
たものである。
（M1～170頁）
15。新製品開発プロセ
　スの日米の違い
　一事例研究・ユニチ
　ャームとP＆Gの
　紙オムツ事業一
単 1995．3白鵬大学論集
　　第9巻
　　第2号
　ユニ・チャーム社とP＆G社
の紙オムツの新製品開発プロセ
スのcomparative　analysisを
通して、日本型新製品開発の論
理は「市場との対話を通じた漸
進的改良を前提とする未完成品
の逐次的投入」と「製品群によ
る投資収益率の充足」であるの
に対して、アメリカ型新製品開
発の論理はr徹底したテスト
マーケティングによる完成品の
単発的投入」と「単一製品によ
る投資収益率の充足」であると
いう仮説を提起した研究であ
る。
（1～22頁）
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16．ネットワークをデ
ザインした企業
　一任天堂の経営戦略
　を診る一
単 1995．6企　業　診　断
　　6月号
VoL42　Nα6
　日本のテレビゲーム産業の創
造者である任天堂の経営戦略の
特質が、テレビゲーム産業から
最大の利益を獲得する為に、自
己の制裁力を源泉として強固に
コントロールされた取引ネット
ワークを形成・デザインした、
そのネットワークデザイン活動
にあることを論証した研究であ
る。
（60～67頁）
17．経営管理制度と企
業文化
　一事例研究・近江兄
　弟社一
単 1995．3白鶴ビジネスレビュー
　　第4巻
　　第1号
白鵬大学ビジネス
　開発研究所
　一度倒産をし復活した近江兄
弟社の経営再建プロセスを、経
営管理制度と企業文化の変革と
再創造プロセスとして分析する
試みを行ない、倒産前の同社は
信仰に商売が従属していた社会
貢献中心企業であったが、倒産
後の同社は信仰と商売の両立が
目指された社会貢献志向企業へ
と変化したことを論記し、私企
業の社会貢献の可能な在り方を
明確化した研究である。
（131～145頁）
18，研究ノート零落企
業の復活戦略・企業
文化と統合的リーダ
ーシップ
　ー事例研究・日立造
　船一
単 1995．3白鵬大学論集
　　第10巻
　　第1号
白鶴大学経営学部
　造船不況の中2年間で1，000
億円の赤字を出し経営危機に陥
った日立造船が、藤井義弘社長
の下で従業員数を4分の1に減
らし、事業構造のリストラに取
り組みV字型復活を果たしたプ
ロセスを事例研究として取り上
げ、その経営戦略の創造、企業
文化の変革と藤井社長の統合的
リーダーシップに焦点を合わせ
て実証的に研究したものであ
る。
（345～365頁）
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The aim of this paper is 
to submit one hypothesis 
that the Japanese and Ame 
rican Logics of new product 
development differ so great 
ly. The Japanese Logics of 
new product development 
are as follows . 
The First Japanese Logic 
is to make an exhaustive 
after-production marketing, 
and develop an uncomplete 
product which is planned to 
be improved gradually. The 
Second Japanese Logic is to 
make incremental product 
domain re-designings. The 
Last Japanese Logic is to 
achieve high profitability 
coming from a series of pro-
duct group. 
The American Logics of 
new product development 
process are as follows. 
The First American Logic 
is to make an exhaustive 
before-production market-
ing and to develop only one 
complete product without 
any defects. The Second 
American Logic is to make 
the sophisticated product 
domain designing and have 
no need of product domain 
re-designing. The Last A-
merican Logic is to realize 
high profitability coming 
from only one product. 
For this paper's case stud-
y of P&G and Uni-Charm 
the author utilize the "pro-
duct domain design as the 
resourceful conceptual 
f ramework . 
(23-50~:) 
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2α経営戦略の理論と
　実証（その5）
　一ケース・メソッド
　　による経営戦略論
　　入門（その2）新
　　製品開発戦略と戦
　　略的相補的資産の
　　内部化一
単 1997．3白鵬ビジネスレビュー
　　第6巻
　　第1号
白鵬大学ビジネス
　開発研究所
　本論文は、高崎経済大学の公
開講座で話した内容と受講生と
ディスカッションしたものをま
とめたものが第一部であり、そ
こではユニ・チャーム社とP＆
G社の紙オムツの新製品開発を
実証的に比較分析して、日米の
新製品開発の論理を抽出した。
第2部は、筆者と県内有力企業
の社長達との研究会（S＆A研
究会）に於いて報告したセブン
ーイレブンの経営戦略から何を
学ぶか、それを巡るディスカッ
ションとをまとめたものである、
いずれもケース・スタディーを
素材にしたディスカッションス
タイルの授業の試みであった。
（23～57頁）
21．情報小売業の実証
　的研究
　一動的ストァ・ドメ
　　イン・情創労働者
　　と仮説探索型組織
　　学習事例研究・
　　セブンイレブンー
単 1998．2高崎経済大学論集
　　第43巻
　　第3号
　The　aim　ofもhis　paper　is　to
clarify　the　basic　characteris－
tics　of　the　representative　an（1
typical　Information．based　Re．
tailer，　i．e．　Seven－Eleven　in
Japan．
　The　first　characteristic　of
Seven－Eleven　is　the　how　Sev．
en－Eleven　（lesigns　the　store一
（i［omain．Seven＿Eleven’s　store－
domain　has　been（lesigned　as
“the　Dynamic　Store－Domain”
which　realizes　the　dynamic
evolving　optinum　merchan－
dising　in　each　store．
　The　second　characteristic　of
Seven－Eleven　ls　the　w＆y　how
every　　Seven－Eleven7s　　store
learns　the　quickest　response
to　　もhe　changing　　consumer
needs．
　The　tool　of　this　　store’s
leaming　is　the“POS　system”，
and　the　leaming　employee　of
this　store’s　learning　is　calle（1
“Operational　Fiel（I　Counselor”．
OFC　is　the　typical“Infomaker”
in　tod．ay’s　information－orient一
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ed　society．
The　leaming　way　of　OFC
with　POS　system　is　named
“Tanpin－Kanri　　（each　　item
pursuing　management）”。Ta一
npm－Ka．nri　is　the　way　of　Sev一
en－Elevenンs　hueuristic　org’an一
izatiOnal　leaming．
The　enterprise　specific　core
competenceofSeven－Eleven
is　the　unique　way　of　leaming
ofthequickestresponsetothe
changlng　consumer　needs。
キーワード
セブンーイレブン、情報小売
業、動的ストア・ドメイン、
仮説探索型組織学習、単品管
理、情創労働者
（115～142頁）
22．〔企業・組織研究〕 単 1998．3白鵬ビジネスレビュー 外科手術用縫合針、眼科用手
マニー株式会社（栃 第7巻 術用メス、歯科用根管治療器具
木県高根沢町） 第1号 の世界的メーカーである地元の一経営戦略の制度化 白鴎大学ビジネス ベンチャー企業マニー社の経営
企業文化の制度化 開発研究所 課題を、経営戦略の制度化課題
と統合的リーダー と企業文化の制度化課題の2つ
シップー に求め、それぞれの課題を克服
していくトップ・マネジメント
のリーダーシップとして戦略的
リーダーシップと制度的リー
ダーシップとして概念化し、
トップはその2っのリーダー
シップを同時並行的に揮う統合
的リーダーシップを揮うことが
必要であることを論証した企業
のケース・スタディーである。
（101～114頁〉
23．トップ・インタビュー 単 1992．3白鵬ビジネスレビュー ファミリーレストラン事業の
㈱すかいら一く 第1巻 日本での創始者である「すかい社長茅野亮 第1号 ら一く」社長に、その事業創造
白鵬大学ビジネス のプロセスを①事業転換、②事
開発研究所 業コンセプトとマネジメントシ
ステム、③経営者の哲学・理念
の3っの観点からインタビュー
を行なったものである。
（87～106頁）
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24．トップ・インタビュー 単 1998．3白鵬ビジネスレビュー 社会事業の為の資金獲得を企
近江兄弟社 第7巻 業活動の第一次的使命（miss・on）社長岩原侑 第1号 としていた近江兄弟社が1974年
白鵬大学ビジネス に事実上倒産した後に、社長と
開発研究所 して再建に努力し1990年に負債
を完済した岩原侑氏に、その再
建のプロセスと基本的取り組み
をインタビューしたものをテー
プ起こししたものである。
（116～124頁）
25．経営戦略と組織の 1997．5産業組織心理学会作業 企業が他企業や自社内他部門
学習 部門研究会報告 の経営戦略を組織学習する方法
一ベンチマーキング 白鵬大学論集 として、best　practiceを意識的
とアンチ・ベンチ 第12巻 ・選択的に摸倣学習するベンチ
マーキングの実証 第1号 マーキングと、worstpractice的研究事例研究 白鵬大学経営学部 と反対の戦略を創造するアンチ
・セブンイレブン ・ベンチマーキング（柳川によ
と任天堂一 る造語）の2っがある。組織内
ベンチマーキングの実証的研究
として、セブンーイレブン・
ジャパンによる米サウスランド
社の再建を取り上げた。組織外
ベンチマーキングの実証的研究
としてカシオの価格戦略をベン
チマークした任天堂を取り上
げ・組織外アンチ・ベンチマー
キングの実証的研究としてアタ
リ社の失敗から学んだ任天堂の
ソフト会社の管理を取り上げ
た。
（239～273頁）
1998年5月5日　　成稿
1998年5月8日　　補筆
1998年6月12日　　””
　　（本学経営学部教授）
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